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本取扱説明書はモーターサイクルを構成する一部であり、使用期間中はモーターサイクルと併せて保管して
ください。所有者が変更される場合は、本取扱説明書も併せて新しい所有者に譲渡してください。ドゥカテ
ィモーターサイクルの品質と安全性は、デザイン、装備、アクセサリーの開発に伴い絶えず進化しています。
本取扱説明書には印刷の時点での最新情報が記載されていますが、Ducati モーターホールディング社は 本書
内容を予告なしにいつでも変更する権利を有します。そのため、お客様がお持ちのモーターサイクルは本書に
記載する参照図と異なる場合があります。本マニュアルの全部または一部を複製、配布することは禁じられ
ています。すべての権利は Ducati モーターホールディング社に帰属しており、理由を明記したうえで (書面に
よる) 許可の申請をしなければなりません。車両の修理に関するお問い合わせや、その他のご質問等につき
ましては、ドゥカティ正規アシスタンスセンターにご連絡ください。

楽しいライディングを！
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概要

安全性ガイドライン
この度は Ducati 製品をご購入いただきありがとうご
ざいます。お客様をドゥカティストの仲間としてお迎
えできることは、私達にとって何よりの喜びです。こ
の新しいバイクを日常的に利用されるだけではなく、
ロングツーリングも楽しまれることと思います。
Ducati モーターホールディング社は、そのライディン
グが常に快適で楽しいものであるよう願っておりま
す。

お客様のモーターサイクルは、Ducati モーターホール
ディング社の絶え間ない研究と開発から得られたもの
です。定期点検を必ず実施し、純正スペアパーツを使
用することで品質を維持することが大切です。本取扱
説明書には簡単なメンテナンス作業の実施方法が記載
されています。より重要なメンテナンス作業は、
Ducati 正規ディーラーまたはサービスセンターでご覧
いただけるワークショップマニュアルに記載されてお
ります。
お客様ご自身の安全のため、また製品の安全性、信頼
性を保証するために、メンテナンスプログラムのすべ

ての作業を Ducati 正規ディーラーまたはサービスセ
ンターで実施していただくことを強くお薦めします
(定期点検メモ)。

Ducati の熟練したスタッフが、どのような整備作業に
も対応できる専用器具と適切な工具を備え、最適な互
換性、円滑な作動、ロングライフを保証する Ducati
純正パーツのみを使用し、最善のサービスを提供いた
します。

すべての Ducati モーターサイクルには保証書が付属し
ております。
車両を競技やそれに類する目的に使用する場合は保証
の対象外となります。
車両や部品の一部であっても改造または変更した場
合、保証は適用されません。メンテナンスが正しく行
われなかったり不十分であった場合、また純正ではな
いスペアパーツや Ducati が承認していないスペアパ
ーツが使用されている場合、車両に損傷を招いたり、
期待される性能が得られないばかりでなく、保証が適
用されなくなることがあります。

お客様とその他の人の安全を守ることは非常に重要で
す。お客様が責任を持ってモーターサイクルをご使用
になられますようお願いいたします。
モーターサイクルを初めてご使用になる前に、本取扱
説明書を最初から最後までよくお読みになり、記載さ
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れているガイドラインに正しく従ってください。正し
い使用方法とメンテナンスに関するすべての情報を得
ることができます。車両について不明な点、さらに詳
しくお知りになりたい点がある場合は、ご購入先の正
規ディーラーにお問い合わせください。

本マニュアルで使用されている警告シンボ
ル
お客様または他の人に負わせる可能性のある危険につ
いて、以下のような異なる形式で記載されています。
- モーターサイクルの安全性に関するラベル
- 注意シンボル、および警告または重要シンボルの

うちの一つで表わされる安全性に関するメッセー
ジ

警告
これらの注意事項が守られない場合、ライダー

や他の人に重大なけがや死亡事故を招くおそれがあり
ます。

重要
車両や車両構成部品に損傷を与える可能性があ

ります。

参考
作業上の追加注意事項。

文中の「右」、「左」の表記は、車両の進行方向に向か
っての左右を意味します。

用途
警告
このオートバイはオンロード用に設計されてい

ますが、路面状態の良好なオフロードであれば一時的
に使用可能です。本来の設計条件以外 (公道以外の場
所、山林、原野、海岸、砂漠等) での使用は、車両の
コントロールを失い転倒の危険性が高まります。

警告
本モーターサイクルでのトレーラーのけん引や

サイドカーの取り付けは行わないでください。車両の
コントロールを失い、事故を招くおそれがあります。

本モーターサイクルにはライダーが搭乗し、パッセン
ジャーを一人乗せることができます。

警告
ライダー、パッセンジャー、荷物、オプション

パーツを含む車両総重量が 396kg/ 873lb を超えない
ようにしてください。
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重要
ぬかるみや乾燥したほこりっぽい環境など過酷

な状況でモーターサイクルを使用すると、トランスミ
ッション、ブレーキシステム、エアフィルター等の部
品の摩耗を早める可能性があります。エアフィルター
が汚れていると、エンジンが損傷するおそれがありま
す。そのため規定されている定期点検の間隔より早
く、定期点検や摩耗しやすい部品の交換が必要な場合
があります。

ライダーの義務
運転者は運転免許証を受けていなければなりません。

警告
無免許運転は違法です。こうした行為は法律で

罰せられます。モーターサイクルを運転する前に、運
転免許証を携帯していることを必ず確認してくださ
い。経験の浅い運転者や運転免許証を有しない人に運
転をさせないようにしてください。

アルコールまたは薬物の影響を受けている状態で運転
しないでください。

警告
アルコールや薬物の影響が残っている状態で運

転するのは違法です。こうした行為は法律で罰せられ
ます。

医師から副作用についての説明を受けずに、運転前に
薬を服用しないようにしてください。

警告
薬によっては眠気やその他の症状を引き起こす

ことがあります。運転者が思うようにモーターサイク
ルを操縦できず、制御不能に陥り事故を招くおそれが
あります。

一部の国では保険への加入が義務付けられています。

警告
現地の法律をご確認ください。保険に加入し、

保険証明書はモーターサイクルの他の書類と一緒に大
切に保管してください。

運転者および同乗者の安全を守るため、一部の国では
基準適合ヘルメットの着用が法律で義務付けられてい
ます。

警告
現地の法律をご確認ください。ヘルメットを着

用せずに運転すると罰則が科せられることがありま
す。
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警告
事故が起こったときヘルメットを着用していな

いと、重大な傷害を受ける危険性が高くなり、最悪の
場合死に至ることがあります。

警告
ヘルメットが安全規格に適合していること、十

分な視野が取れていること、頭に合ったサイズである
こと、ご使用になる国の基準適合マークが貼付されて
ることを確認してください。道路交通法は各国で異な
ります。モーターサイクルを運転する前に現地の法律
を確認し、必ずそれに従ってください。

ライダーの教育
多くの事故は経験不足のために起こります。運転、操
作、ブレーキは他の車両とは違う方法で行わなければ
なりません。

警告
ライダーの経験不足や車両の不適切な使用は、

コントロールを失い、死亡事故や重大な損傷の原因に
なるおそれがあります。

服装
モーターサイクルを運転する際に着用する装備は安全
を確保する上で大変重要な役割を果たします。モータ

ーサイクルは自動車のように乗員を衝撃から守ること
はできません。

適切な装備とは、ヘルメット、目を保護するもの、グ
ローブ、ブーツ、長袖ジャケット、ロングパンツから
なります。
- ヘルメットは「ライダーの義務」の章に記載され

ている要件を満たしていなければなりません。シ
ールドが付いていないモデルの場合は、適切なゴ
ーグルを着用してください。

- グローブは革製もしくは摩擦に強い素材を用いた
もので、5 本指のものを着用してください。

- 運転する際のブーツやシューズは、アンチスリッ
プソールとアンクルプロテクターを装備している
ものを着用してください。

- ジェケットとパンツ、もしくはプロテクトスーツ
については、革製のものか摩擦に強い素材を用い
たもので、視認性を高めるカラーインサートが付
いているものを着用してください。

重要
車両の部品に巻き込まれるおそれがあるような、

ゆったりとした衣類やアクセサリーの着用は避けてく
ださい。
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重要
安全のために夏冬季節に関係なく適切な装備を

着用してください。

重要
パッセンジャーも安全のため、適切な服を着用

してください。

安全のための"ベストプラクティス"
モーターサイクルの使用前後および使用中には、人の
安全を確保し、モーターサイクルを最善の状態に維持
するために大切な、簡単にできる作業は必ず実行して
ください。

重要
慣らし運転期間中は、本冊子の "使用規定" の章

に記載されている指示に従ってください。
この条件が遵守されなかった結果としてのエンジンの
損傷や寿命の短縮については、Ducati モーターホール
ディング社はいかなる責任も負うものではありませ
ん。

警告
運転する上で必要なコマンド類について十分な

知識がない状態で運転を行わないでください。

エンジンを始動する前に、本書の「車両の起動および
走行」で定められた点検を必ず実施してください。

警告
これらの点検を怠ると、車両に損傷を与え、ラ

イダーやパッセンジャーに重大な傷害を招くおそれが
あります。

警告
エンジンの始動は必ず換気の良い適切な場所で

行ってください。閉めきった場所では絶対にエンジン
を始動しないでください。
排出ガスは有毒です。短時間で意識を失ったり、さら
には死に至る危険性があります。
走行中は適切な姿勢を保ち、パッセンジャーも同様に
正しい姿勢で乗車していることを確認してください。

重要
ライダーはハンドルから絶対に手を離さないで

ください。

重要
走行中、ライダーおよびパッセンジャーは必ず

足をペダルに乗せてください。
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重要
パッセンジャーはシート下のフレームの所定の

ハンドルバーを常に両手で握ってください。

重要
私有地や駐車場からの出口、または高速道路の

入口などでの交差点では十分に注意してください。

重要
相手から良く見えるように心がけ、前方車両の

死角に入って走行することは避けてください。

重要
右左折や走行車線を変更する際は、常に十分な

余裕を持ってターンインジケーターで意思表示を行っ
てください。

重要
モーターサイクルはサイドスタンドを使用して、

他の邪魔にならないように駐車してください。路面の
悪い場所や柔らかい場所には駐車しないでください。
モーターサイクルが転倒する危険があります。

重要
タイヤは定期的に点検し、特に側面に傷やヒビ

がないか、突起、広範囲のシミ、内部の損傷を表すよ
うな箇所がないかチェックしてください。損傷が著し
い場合はタイヤを交換してください。
トレッドに入り込んだ石や異物は取り除いてくださ
い。

警告
エンジン停止後でもエンジン、エキゾーストパ

イプ、サイレンサーは高温な状態が続きます。身体が
触れないよう十分注意し、車両を木材や木の葉などの
可燃物のそばに駐車しないようにしてください。

警告
モーターサイクルの傍から離れる際は、必ずイ

グニッションキーを抜き取り、他人が勝手に使用でき
ない場所にキーを保管してください。

燃料の補給
燃料の補給は屋外で、エンジンが停止している状態で
行います。
給油中は絶対に喫煙せず、火気を近付けないでくださ
い。
エンジンおよびエキゾーストパイプに燃料がかからな
いように注意してください。
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給油の際は燃料タンクを完全に満タンにしないでくだ
さい。燃料レベルは燃料タンクの給油口より低くなけ
ればなりません。
給油中は燃料の蒸気をできるだけ吸いこまないように
し、目、皮膚、服に触れないようにしてください。

警告
この車両にはエタノール含量が 10% 以下の燃料

(E10) のみ使用することができます。
エタノール含量が 10% 以上のガソリンを使用するこ
とは禁じられています。こうした燃料を使用するとエ
ンジンや車両の部品に重大な損傷をきたす恐れがあり
ます。エタノール含量が 10% 以上のガソリンを使用
した場合は保証の対象外になります。

警告
燃料の蒸気を長時間吸い込み気分が悪くなった

場合には、屋外にとどまり、医師に相談してくださ
い。目に入った場合は大量の水で洗い流し、皮膚に触
れた場合は速やかに水と石鹸で洗ってください。

警告
燃料は非常に引火しやすいため、間違って衣服

に付着した場合には着替えてください。

最大積載時の運転
このバイクは最大積載時でも長距離を安全に走行でき
るように設計されています。
車両の重量配分は、安全基準を維持するため、また悪
路走行や急な進路変更時のトラブルを避けるためにと
ても重要です。

警告
サイドバッグおよびトップケース装着時の最高

速度は 150 Km/h (93 mph) を超えないでください。い
ずれの場合も法定速度を遵守してください。

警告
最大許容重量を超えないようにしてください。

また以下に記載されている車両への積載に関する注意
事項をよくお読みください。

車両への積載に関する注意
重要
積み荷は車両の中心に近く、できる限り低い位

置に配置してください。

重要
車両が不安定になりますので、ステアリングヘ

ッドやフロントマッドガード部に体積や重量のかさむ
ものを固定しないでください。
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重要
バッグなどの荷物は車体にしっかり固定してく

ださい。確実に固定されていないと、運転が不安定に
なる危険があります。

重要
車両の可動部分の妨げになるおそれがあります

ので、フレームのすき間に絶対に物を挟まないでくだ
さい。

警告
タイヤの空気圧が適正であり、コンディション

が良好であることを確認してください。

警告
タイヤの空気圧が適正であり、コンディション

が良好であることを確認してください。

「タイヤ」の段落を参照してください。

危険物 - 警告
使用済みエンジンオイル

警告
使用済みエンジンオイルが長期間わたり繰り返

し表皮に触れると、上皮がんの原因になる場合があり
ます。日常的に使用済みエンジンオイルを使用する場
合、作業後すぐに水と石鹸で手を十分に洗ってくださ
い。お子様の手の届かないところに保管してくださ
い。

ブレーキダスト
ブレーキシステムの清掃に圧縮空気を噴射したり、乾
いたブラシは絶対に使用しないでください。

ブレーキフルード

警告
車両のプラスチック、ゴム製部品、塗装された

部品にブレーキフルードがかかると、部品が破損する
原因になる場合があります。作業をおこなう場合は、
毎回システムのメンテナンスを実施する前にきれいな
布をこれらの部品の上にかけてください。お子様の手
の届かないところに保管してください。

警告
ブレーキフルードは腐食性があります。万一目

に入ったり肌に触れたりした場合は、流水でしっかり
と洗い流してください。

クーラント
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エンジンクーラントに含まれるエチレングリコールは
特定の条件下において可燃性があり、その炎は肉眼で
は見えません。エチレングリコールが発火した場合、
その炎が肉眼では見えないため重大な火傷につながる
おそれがあります。

警告
エンジンクーラントがエキゾーストシステムやエ

ンジン部品にかからないようにしてください。

バッテリー

警告
バッテリーは爆発性のガスを放出します。火花

や炎、タバコを近づけないでください。バッテリーの
充電中は作業エリア内の換気が十分に行われ、気温が
40° C (104° F) 以下であることを確認してください。
バッテリーを開封しないでください。バッテリーには
バッテリー液やその他の液体を補充する必要はありま
せん。

15



車両識別番号
参考
これらの番号は車両モデルを識別するもので、

部品を注文する際にも必要です。

以下の欄にご自身のモーターサイクルのフレーム番号
(図 1) を控えておくことをお勧めします。

フレーム　N.
 
 

図 1
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エンジン識別番号
参考
これらの番号は車両モデルを識別するもので、

部品を注文する際にも必要です。

以下の欄に自身のモーターサイクルのエンジン番号を
控えておくことをお勧めします。

エンジン　N.
 
 

図 2
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インストルメントパネル (ダッ
シュボード)

インストルメントパネル
1) LCD

2) タコメーター
1 分間のエンジン回転数を表示します。

3) ニュートラルランプ N (緑)
ギアポジションがニュートラルの時に点灯します。

4) ハイビーム表示灯   (青)
ハイビーム点灯時およびフラッシュ起動時に点灯しま
す。

5) エンジンオイル圧警告灯   (赤)
エンジンオイルの圧力が低下すると点灯します。
"KEY-ON" 時に点灯しますが、エンジンを始動してか
ら数秒後に消灯します。エンジン温度が高い時に、場
合によって数秒間点灯することがありますが、回転数
が上がると消灯します。

重要
エンジンオイルランプが点灯し続ける場合は、

エンジンが破損するおそれがありますので車両を使用
しないでください。

6) リザーブ燃料警告灯   (琥珀色)
燃料レベルがリザーブ状態になると点灯します (「補
給」をご覧ください)。

7) ターンインジケーター表示灯   (緑)
ターンインジケーターの作動中、左右いずれかの表示
灯が点滅します。ハザード作動中は、左右の表示灯が
同時に点滅します。

8) "エンジン/車両診断 - MIL" ランプ   (琥珀色)
- エンジンマネジメントエラーが発生すると警告灯

が点灯します。急な加速や追い越し運転は避け、
Ducati 正規サービスセンターまでゆっくりと走行
し、故障の修理をご依頼ください。

- 警告灯が点滅するときは、排出ガスに重大なエラ
ーが発生しているため、触媒コンバーターを損傷
するおそれがあることを通知しています。可能で
あれば Ducati 正規サービスセンターまで車両の運
搬を依頼し、サービスセンターに故障の修理をご
依頼ください。いずれの場合も、急な加速や追い
越し運転は避けてゆっくりと走行してください。

9) ABS ランプ   (琥珀色)
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ABS エラーまたは作動しない時に点灯します。

10) OVER REV / イモビライザー停止 / 盗難防止 (赤)

オーバーレブ：
● ランプ消灯 – リミッターの介入なし
● ランプ点灯 – リミッター介入の第一起点
● ランプ点滅 – リミッター介入

参考
エンジンコントロールユニットの各キャリブレ

ーションで起点値とリミッター値の設定が異なる場合
があります。

イモビライザー / 盗難防止装置：
● ランプ点滅 – 車両オフ (Key-OFF) 状態
● ランプ消灯 – 車両オン (Key-ON) 状態、または 12

時間以上車両オフ (Key-OFF) 状態

11) 一般的エラー警告灯
車両にエラーがある場合や他のコントロールユニット
に起因するエラーが存在する場合に点灯します。

12) DTC ランプ   (琥珀色)
● ランプ消灯 – DTC システムが起動し作動している
● ランプ点灯 – コントロールユニット不具合のため、

DTC が解除されているか作動していない
● ランプ点滅 – DTC システムは起動しているが、性

能が制限されている

13) DRL ランプ   (緑) (装備している場合のみ)
● ランプ消灯 – DRL 機能が作動していない
● ランプ点灯 – DRL 機能が作動している
● ランプ点滅 – DRL 機能を起動したあと、インスト

ルメントパネルがエラーを検出した

重要
ディスプレイに “TRANSPORT MODE” の文字が表

示されている場合は、直ちにドゥカティ正規ディーラ
ーにご連絡ください。正規ディーラーにてこの項目を
削除し、バイクの完全な機能の保証を受けてくださ
い。
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取扱説明書内で使用される頭字語および略
語
ABS
アンチロックブレーキシステム
BBS
ブラックボックスシステム
CAN
コントローラーエリアネットワーク
DRL
デイタイムランニングライト
DSB
インストルメントパネル
DTC
ドゥカティトラクションコントロール
ECU
エンジンコントロールユニット
RbW
ライドバイワイヤ
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技術用語集
アンチロックブレーキシステム (ABS) 9M
ABS 9M はデュアルチャンネルの次世代システムです。
リアホイールのリフティングを制御するインテグラル
ブレーキにより、制動距離を短くするだけでなく、制
動時の高い安定性を確保します。

DRL
デイタイムランニングライト (許可されている国)DRL
は日中でも車両の視認性を確保するための特定ロービ
ームライトです。

ドゥカティトラクションコントロール (DTC)
ドゥカティトラクションコントロール (DTC) はリアホ
イールのスリップ制御を行い、4 つのレベルを基に機
能します。各レベルでリアホイールのスリップに対し
て異なる許容値が設定されています。それぞれのライ
ディングモードにはあらかじめ設定された介入レベル
が割り当てられています。

ライドバイワイヤ (RbW)
ライドバイワイヤシステムはスロットル開閉をコント
ロールする電子制御装置です。スロットルグリップと
スロットルボディが機械的に接続されておらず、エン
ジンコントロールユニットがスロットルの開度をコン
トロールし、出力を調整します。

ライドバイワイヤにより選択したライディングモード
(パワーモード) に合わせて出力とパワーデリバリーを
変更することが可能になります。また、エンジンブレ
ーキ (EBC) のタイムリーな管理が可能になるため、リ
アホイールのスリップ制御 (DTC) に貢献します。

ライディングモード
ライダーは 3 つの初期設定 (ライディングモード) から
ライディングスタイルや道路状況に最も適したモード
を選択することができます。ライディングモードから
エンジン出力 (パワーモード)、および DTC の各介入レ
ベルを瞬時に変更することができます。
選択可能な設定は、ACTIVE、JOURNEY、CITY です。
ライダーはそれぞれのライディングモードの初期設定
を自由に変更することができます。

パワーモード
パワーモードは、ライダー自身のライディングスタイ
ルと路面状況に合わせて出力レベルとパワーデリバリ
ーを選択できるエンジンマッピングです。
3 つのパワーモードがあり、それぞれがライディング
モードと連動しています。
- LOW、穏やかなパワーデリバリー
- MED、穏やかなパワーデリバリー
- HIGH、瞬間的なパワーデリバリー
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機能ボタン
1) コントロールボタン UP "  " (メニュー操作)
インストルメントパネルのパラメーター設定および表
示に使用するボタン "  "。
2) コントロールボタン DOWN "  " (メニュー操作)
インストルメントパネルのパラメーター設定および表
示に使用するボタン "  "。
3) フラッシャーランプボタン
ボタンを押すとハイビームが点滅します。
4) ターンインジケーター作動ボタン
このボタンは通常ターンインジケーター作動機能に使
用しますが、メニュー決定、ライディングモード機能
(ライディングモード選択) にも使用します。
5) DRL ボタン (装備している場合)
このボタンで DRL ライトを起動 / 解除します。
6) ハザードボタン
4 つのターンインジケーターの起動 / 解除に使用する
ボタン (ハザード機能)。

1
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図 4
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図 5
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パラメーターの表示
インストルメントパネル起動時に、初期点検としてラ
ンプとディスプレイの点検が次のように実施されま
す。
ランプが順番に点灯し、ディスプレイにはソフトウェ
アバージョンが表示されるとともに、タコメーターと
スピードメーターのバーが徐々に点灯します。
点検が終了すると、インストルメントパネルは所定の
機能が表示されるメイン画面 ("スタンダードスクリー
ン") に移り、警告がある場合は警告灯が点灯します。

点検中に車両速度が 5 km/h (3 mph) (実速度) を超え
ると、インストルメントパネルはランプとディスプレ
イの点検を直ちに中断し、メイン画面を表示します。

図 6
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メイン画面には以下の情報が表示されます。
1) 車両スピード
2) ギア表示
3) タコメーター
4) 燃料レベル
5) メニュー
6) 起動している DTC レベル、または DTC 解除の表

示
7) 設定ライディングモード (Riding Mode)
8) 時計
9) DRL ステータス表示 (装備している場合)
10) Bluetooth およびインフォテインメント (装備し

ている場合)
11) ヒーテッドグリップ (装備している場合)

以下の機能が有効な時は、これらの詳細情報が表示さ
れます。
- 注意 / 警告表示 (Warning)
- サイドスタンドの状態 (Side Stand)
- SERVICE 表示
- SERVICE カウントダウン表示

1
2

4 3 10

67 1189

5

図 7
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左側スイッチのボタン (1) または (2) を押すと、メイン
画面にメニュー内の機能をスクロール表示することが
できます。
- オドメーター (TOT)
- トリップメーター 1 (TRIP 1)
- トリップメーター 2 (TRIP 2)
- 航続可能距離 (RANGE)
- 外気温 (T-AIR)
- プレーヤー操作 (PLAYER) (Bluetooth モジュール

が搭載されており、スマートフォンが接続されて
いる場合のみ)

- 通話操作 (CALLS) (Bluetooth モジュールが搭載さ
れており、スマートフォンが接続されている場合
のみ)

- ヒーテッドグリップ (H. GRIPS) (装備、起動してい
る場合)

- 設定メニュー (SETTING MENU)

左側スイッチのボタン (4) を押して操作できる機能が
いくつかあります。例えば、トリップメーター 1 (TRIP
1、ページ 46) のリセットなどです。

インストルメントパネルには使用していたメニューの
設定が Key-OFF 時に記憶されます。次の Key-ON 時、
前回記憶した機能がメニュー内に表示されます。

急な Key-OFF (電源供給が突然途絶えた) の場合、次の
Key-ON 時にインストルメントパネルはメニュー内に
オドメーター (TOT) 機能を表示します。

Key-ON 時には毎回、インストルメントパネルのメニ
ューに 10 秒間オドメーター (TOT) のページが表示さ
れ、その後、前回の Key-OFF 時に保存したページが表
示されます。

1
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図 8
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KEY-ON 時および点検終了時にキーが認識されない場
合、インストルメントパネルは以下のように作動しま
す。
- PIN CODE 機能が有効でない場合、ランプの初期

点検が省略され、スタンダードスクリーンが表示
されます。設定メニューにはアクセスできません。

- PIN CODE 機能が有効な場合は、インストルメン
トパネルに解除コードを入力する PIN CODE 機能
画面が表示されます ("PIN CODE による車両の解
除" をご覧ください ページ 137)。

図 9
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主な機能
スタンダードスクリーンに表示される機能
メイン機能
- 車両スピード
- エンジン回転数表示 RPM
- ライディングモード (Riding Mode)
- ギア表示 (Gear)
- DTC レベル表示
- 燃料レベル
- 時計
- メニューには以下の機能が表示されます。

- オドメーター (TOT)
- トリップメーター 1 (TRIP 1)
- トリップメーター 2 (TRIP 2)
- 航続可能距離 (RANGE)
- 外気温 (T-AIR)
- プレーヤー操作 (PLAYER) (Bluetooth モジュール
が搭載されており、スマートフォンが接続されて
いる場合のみ)
- 通話操作 (CALLS) (Bluetooth モジュールが搭載
されており、スマートフォンが接続されている場
合のみ)
- ヒーテッドグリップ (H.GRIPS) (装備している場
合)
- 設定メニュー

サブ機能
- インフォテインメント (Bluetooth モジュールが搭

載されており、スマートフォンが接続されている
場合のみ)

- メンテナンス表示 (SERVICE)
- 注意 / 警告
- エラー表示
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設定メニューのうち以下の機能はユーザーによる変更
が可能です。
- ライディングモードのパーソナライズ (R.M.)
- PIN CODE (PIN)
- バックライト設定 (B.L.)
- DRL Auto / Manual モード設定 (DRL)
- 時計 (CLK)
- 日付設定 (DAT)
- サービス情報 (SRV)
- 単位の設定 (UNT)
- バッテリー表示 (BAT)
- ターンインジケーター自動解除の停止 (TRN)
- エンジン回転数表示 (RPM)
- Bluetooth 機器の設定 (Bluetooth モジュールを装

備している場合) (BTH)

29



車両スピード
この機能は車両の走行速度を表示します (設定により
km/h または mph)。
インストルメントパネルは車両の実速度 (km/h で算
出) 情報を受信し、それに 5% 上乗せしたデータを設定
した単位 (km/h または mph) で表示します。
表示最高速度は 299 km/h (186 mph) です。

以下の場合には "- - -" と単位が表示されます。
- 速度が 299 km/h (186 mph) を超えた場合、また

はインストルメントパネルが速度情報を受信しな
い場合 ("- - -" 点灯)

- リアスピードセンサーに異常がある場合 ("- - -" 点
滅)

図 10
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エンジン回転数表示 (RPM)
この機能はエンジン回転数を表示します。
エンジン回転数データは、回転数に相当する棒グラフ
の目盛りが右から左へ点灯して表示されます。

リミッター手前の起点値に達すると、該当する警告灯
(ランプ 10、“インストルメントパネル” 参照) が点灯し
ます。

図 11
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ライディングモード (Riding Mode)
インストルメントパネルから好みのライディングモー
ドを選択することが可能です。あらかじめ設定された
次の 3 通りのライディングモード ACTIVE、JOURNEY、
CITY から選択できます。
選択、設定されたライディングモードが、ディスプレ
イの右側に表示されます。

警告
ライディングモードの変更は車両停止時に行う

ことをお勧めします。運転中にライディングモードの
変更を行なう場合は十分にご注意ください (低速での
変更をお勧めします)。

それぞれのライディングモードには以下のドゥカティ
が設定したパラメーター、またはユーザーが設定メニ
ューの該当ページから変更したパラメーターが連動し
ています (項を参照)。
- DTC ドゥカティトラクションコントロールの介入

レベル (1、2、3、4、OFF)
- スロットル作動を変更するエンジン出力 (HIGH、

MEDIUM、LOW)

図 12
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ライディングモード変更機能
この機能は車両のライディングモードを変更します。
ボタン (4) を 1 秒間押すと、ライディングモードを変更
することができます。

ディスプレイには 3 通りのライディングモード
(ACTIVE、JOURNEY、CITY) と “EXIT” の文字が表示さ
れます。
現在設定されているライディングモード名が点滅し、
その横には矢印 “  ” が表示されます (図例では、ラ
イディングモード “ACTIVE” が点滅)。
ボタン (1) またはボタン (2) を操作して、ライディング
モードと “EXIT” の文字をスクロールさせて選択を変更
できます (ライディングモード名が点滅し、矢印が点
灯)。
希望のライディングモードを選択したら、メニュー決
定ボタン (4) を押して起動します。

“EXIT” の表示を選択している時 (枠が点滅) にボタン (4)
を押すと、新しいライディングモードを保存せずに終
了します。

参考
ライディングモード変更画面に入ってから 5 秒間

ボタン (1) もボタン (2) も操作しなかった場合は、前の
ライディングモード選択入口画面に戻り設定は変更さ
れません。

1
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ライディングモード変更時、インストルメントパネル
は次のような動作を行います。
- 走行速度 5 km/h (3 mph) 以下でスロットルグリ

ップが閉じている場合、インストルメントパネル
は選択したライディングモードを承認します。ラ
イディングモード名が 3 秒間点滅してから、スタ
ンダードスクリーンに戻ります。

- 走行速度が 5 km/h (3 mph) 以下でスロットルグ
リップが開いている場合、インストルメントパネ
ルは “CLOSE”、“GAS” (A、図 14) (スロットルを閉
じてください) と表示します。スロットルグリッ
プが閉じられた場合にのみ、インストルメントパ
ネルは選択したライディングモードを承認し、ス
タンダードスクリーンに戻ります。

- 走行速度が 5 km/h (3 mph) を超えていてスロッ
トルグリップが閉じており、ブレーキが踏まれて
いない場合、インストルメントパネルは選択した
ライディングモードを承認します。ライディング
モード名が 3 秒間点滅してから、スタンダードス
クリーンに戻ります。

- 走行速度が 5 km/h (3 mph) を超えていてスロッ
トルグリップが開いている場合、インストルメン
トパネルは “CLOSE”、“GAS” (A、図 14) (スロット
ルを閉じてください) と表示します。スロットル

グリップが閉じられた場合にのみ、インストルメ
ントパネルは選択したライディングモードを承認
し、スタンダードスクリーンに戻ります。

- 走行速度が 5 km/h (3 mph) を超えていて、スロ
ットルグリップは閉じているもののブレーキをか
けている場合は、インストルメントパネルはメニ
ュー枠内に “DON’T”、“BRK” (B、図 14) (ブレーキ
を放してください) と表示します。ブレーキが放
された場合にのみ、インストルメントパネルは選
択したライディングモードを承認し 、スタンダー
ドスクリーンに戻ります。

BA

図 14
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- 走行速度が 5 km/h (3 mph) を超えていてスロッ
トルグリップが開いており、ブレーキをかけてい
る場合、インストルメントパネルはメニュー枠内
に “CLOSE GAS” (A、図 14)、“DON’T BRK”
(B、図 14) (スロットルを閉じてブレーキを放して
ください) と表示します。スロットルグリップが
閉じられ、ブレーキが放された場合にのみ、イン
ストルメントパネルは選択したライディングモー
ドを承認し 、スタンダードスクリーンに戻りま
す。

“CLOSE GAS” (A、図 14) または “DON’T BRK”
(B、図 14) の表示が現れてから 5 秒以内にライディン
グモードの変更を有効にする上記の条件が満たされな
かった場合は、選択手順は中止されます。インストル
メントパネルは設定を変更せずに前の表示、ライディ
ングモード選択入口画面に戻ります。

35



ギア
インストルメントパネルは車両のギアに関する情報を
受信し、ディスプレイにその値を表示します。
ギアが挿入されている時は 1 から 6 の値が表示され、
ニュートラルの時は "N" の文字が表示され、ニュート
ラルランプ (ランプ 2、“インストルメントパネル” 参照)
が点灯します。

ギアの学習が実施されていない場合は、文字 “C” とニ
ュートラルランプ (ランプ 2、“インストルメントパネ
ル” 参照) が点滅します。

以下のような場合には線 “-” が表示されます。
- インストルメントパネルがギアデータを受信でき

ない場合は、線 “-” とニュートラルランプ (ランプ
2、“インストルメントパネル” 参照) が点滅します。

- エラーが発生した場合は、線 “-” が点灯し、ニュ
ートラルランプ (ランプ 2、“インストルメントパ
ネル” 参照) が点滅します。

- ギアデータが不安定な場合は、線 “-” が点灯しま
す。

参考
線 “-“ が点灯し、ニュートラルランプが消えてい

る場合は、ギアが機械的に安定した位置にない可能性
があります。この場合は、ギアが正しく表示されるま
でギアを操作してください。

図 15
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DTC
インストルメントパネルはディスプレイに DTC 機能の
状態を以下のように表示します。
- DTC が ON の場合、"DTC" の文字と設定介入レベ

ル 1 から 4 までの数値。

- DTC が OFF の場合は、"DTC" の文字と "-" が点灯。

- DTC が ON の時に機能制限モードである場合は、
"DTC" の文字が点灯、1 から 4 までの数値が点滅、
さらに DTC ランプ (ランプ 8、“インストルメント
パネル” 参照) が点滅します。

- システムに異常が発生した場合は、"DTC" の文字
が点滅し、1 から 4 までの数値が点灯します。

- DTC エラーの場合は、"DTC" の文字と "-" が点滅、
さらに DTC ランプ (ランプ 8、“インストルメント
パネル” 参照) が点灯します。

警告
システム異常の場合には、Ducati 正規ディーラ

ーまたはサービスセンターにご連絡ください。

警告
DTC はライダーをアシストするシステムです。ア

シストシステムとは、より確実で安心な運転を可能に
することを目指したメカニズムであり、ライダーが運
転に際し正しく払うべき注意義務に取って代わるもの
ではありません。自身の過失だけでなく他者の過失も
防止するため、道路交通法が定める緊急時の回避を可
能にする慎重な運転を心がけてください。

この安全システムは事故予防のためのシステムです。
これらの機能は車両の運転を助け、その制御を簡単で
確実なものにします。車両が走行している路面状況や
道路交通法など各種規制範囲を超えたり、合理的に許

図 16
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容されるスピードを超えたりするような運転に寄与す
るシステムではありません。
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下記の表は、各ライディングタイプに適した DTC 干渉レベルと、ユーザーが選択可能な "ライディングモード"
のどれにデフォルト設定されているかを示します。

DTC ライディングタイプ 用途 DEFAULT
1 SPORT このレベルはグリップの良い路面のサー

キットと一般道両方での中級・上級ライ
ダー向けスポーツ走行用に設計されてい
ます。システムはドリフトを許容しま
す。

NO

2 TOURING このレベルはグリップの良い路面でのス
トリート走行用に設計されています。シ
ステムはドリフトを許容します。

ライディングモード "ACTIVE"
のデフォルトレベル

3 SAFE & STABLE このレベルは乾いたアスファルトのあら
ゆる走行条件を考慮した一般道走行用に
設計されています。システムはスリップ
を許容しません。

ライディングモード
"JOURNEY" および "CITY" のデ
フォルトレベル

4 RAIN このレベルは濡れたアスファルトや滑り
やすい路面での一般道走行用に設定され
ています。ENGINE LOW の使用を推奨。

NO
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レベルの選択に際しての注意事項

警告
車両に搭載されている DTC システムの全レベル

の調整は、車両の標準装備タイヤ (フロント：Pirelli
MT60 RS 120/70 - 18、リア：Pirelli MT60 RS 180/55 -
17) を使用して決定されています。標準装備のタイヤ
とサイズや特徴の異なるタイヤを使用すると、システ
ムの機能特性に影響を及ぼす可能性があります。

標準装備のタイヤと違いがわずかなタイヤ、たとえば
モデルやメーカーは異なってもサイズクラスが同じタ
イヤ (フロント = 120/70 - 18、リア= 180/55 - 17) を装
着する場合は、適切なレベルを選択することでシステ
ムは最適に作動することができます。サイズクラスの
異なるタイヤやサイズが大きく異なるタイヤを使用す
る場合、システムの機能が影響を受けるため、設定可
能な 4 レベルのどれも納得のいくものでなくなる可能
性があります。この場合、システムを解除することを
お勧めします。

レベル 4 を選択すると、DTC システムはリアタイヤの
わずかなスピンにも介入します。レベル 4 とレベル 1
の間には、その他に中間の介入レベルが存在します。
DTC の介入度はレベル 4 から 1 に向かい減少します。
レベル 1、2 ではコーナー出口でリアタイヤをスピン

やドリフトさせることができます。レベル 1 は中級・
上級ライダーにのみ推奨されます。

主に以下のパラメーターを考慮して正しいレベルを選
択します。
1) タイヤ/アスファルトのグリップ (タイヤタイプ、

磨耗状態、アスファルトの種類、気候など)。
2) レイアウト/行程 (類似カーブのみ、またはカーブ

が全く異なる)
3) ライディングスタイル (より "スムーズ" に、また

はより "シャープ" に)

グリップ状況とレベルの関係：正しいレベルの選択は
レイアウト/行程中のグリップ状況に大きく左右され
ます (後述の一般道での使用時のアドバイスを参照)。
レイアウトタイプとレベルの関係：レイアウト/行程
に同じスピードで走行できるカーブがいくつもある場
合、それぞれのカーブで満足できる介入レベルを簡単
に見つけることができるでしょう。一方様々なカーブ
がレイアウト/行程にある場合は、妥当な DTC 介入レ
ベルが必要になります。
ライディングスタイルからのレベル選択カーブ出口で
早めに車体を起こし "シャープ" に操縦する場合より
も、バイクを深く倒して "スムーズ" に操縦する場合に
DTC はより介入を行う傾向があります。

乾いた一般道での使用時のアドバイス
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DTC を起動した後、レベル 3 を選択し、好みのスタイ
ルで運転します。DTC が介入しすぎると感じる場合
は、レベルを 2、1 と順番に落とし、快適なレベルに
達するまで調整してください。

グリップ状況や行程の種類、ライディングスタイルを
変更してもまだ設定レベルでは満足できない場合は次
のレベルに変更します。この方法で最も快適なレベル
に調整します (例：レベル 2 では DTC が介入しすぎる
と感じる場合はレベル 1 に、レベル 2 では DTC の介入
が全くないと感じる場合はレベル 3 に変更します)。

濡れた一般道での使用時のアドバイス
濡れた一般道ではレベル 4 を使用することが推奨され
ます。同時に ENGINE LOW レベルを選択してくださ
い。
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燃料レベル
この機能は燃料残量を表示します。
リザーブ警告灯 (ランプ 5) は、レベルが目盛 2 まで下
がると点灯します。
さらにレベルが下がると、燃料ポンプマークが点滅を
始め、文字 “E”、“F” とインジケーター “  ” が点滅し
ます。

重要
燃料がリザーブ状態に入りランプが点灯してい

る場合は、給油の際に車両を停止 (Key-OFF) すること
が推奨されます。車両を停止せずに (Key-ON でエンジ
ン OFF の状態) 給油を行うと、燃料データがすぐに更
新されないことがあります。

参考
レベルセンサーにエラーや異常が発生した場合

は、目盛りは表示されません。代わりに、燃料ポンプ
マーク、文字 “E”、“F” とインジケーター “  ” が点滅
します。

図 17

42



時計
インストルメントパネルは時間を次のように表示しま
す。
- hh (時間) : mm (分)
- AM または PM の文字

電源の供給が中断 (バッテリー OFF) すると、時間表示
の代わりに 4 本の破線 “– – :– –” と “AM” の文字が表示
されます。

時間は設定メニューから設定することができます。

図 18
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メニュー機能
左側スイッチのボタン (1) または (2) を押すと、メイン
画面にメニュー内の機能をスクロール表示することが
できます。ボタン (4) を押して、表示されている機能
を操作することができます (例：トリップメーター
TRIP 1 のリセット)。

メニューには以下の機能が表示されます。
- オドメーター (TOT)
- トリップメーター 1 (TRIP 1)
- トリップメーター 2 (TRIP 2)
- 航続可能距離 (RANGE)
- 外気温 (T-AIR)
- プレーヤー操作 (PLAYER) (Bluetooth モジュール

が搭載されており、スマートフォンが接続されて
いる場合のみ)

- ヒーテッドグリップ (H.GRIPS) (装備している場合)
- 設定メニュー

1
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図 19
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オドメーター (TOT)
オドメーターは車両の総走行距離を設定単位 (キロま
たはマイル) でカウント、表示します。
オドメーターに対応する数値 (キロ またはマイル) は、
"TOT" の文字と単位で表示されます。最大値 (199999
km または 199999 mi) に達するとインストルメントパ
ネルにその値が表示されたままになります。
オドメーターの値は常に保存され、いかなる理由でも
リセットすることはできません。

電源の供給が中断 (バッテリー OFF) してもデータは消
去されません。

参考
Key-ON 時にインストルメントパネルは 10 秒間

オドメーターを表示し、その後ユーザー設定ページの
画面に移ります。

参考
オドメーター機能で点線 " ----- " が点滅表示され

る場合は、Ducati 正規ディーラーまたはサービスセン
ターにご連絡ください。

図 20
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トリップメーター 1 (TRIP 1)
トリップメーターは車両の部分走行距離を設定単位
(キロまたはマイル) でカウント、表示します。
データが最大値 9999.9 km または 9999.9 mi を超える
と、カウンターは自動的にリセットされ、再びゼロか
らカウントを始めます。
トリップメーターの表示中にボタン (1) を 2 秒間押す
と、TRIP 1 のデータがリセットされます。
TRIP 1 のカウンターは、システムの単位を手動で変更
した場合、もしくは電源の供給が中断された場合 (バ
ッテリー上がり等) にも自動的にリセットされます。
カウンターは新しく設定した単位で再びゼロからカウ
ントを始めます。

4
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トリップメーター 2 (TRIP 2)
トリップメーターは車両の部分走行距離を設定単位
(キロまたはマイル) でカウント、表示します。
データが最大値 9999.9 km または 9999.9 mi を超える
と、カウンターは自動的にリセットされ、再びゼロか
らカウントを始めます。
トリップメーターの表示中にボタン (1) を 2 秒間押す
と、TRIP 2 のデータがリセットされます。
TRIP 2 のカウンターは、システムの単位を手動で変更
した場合、もしくは電源の供給が中断された場合 (バ
ッテリー上がり等) にも自動的にリセットされます。
カウンターは新しく設定した単位で再びゼロからカウ
ントを始めます。

4

図 22
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航続可能距離 (RANGE)
この機能はフューエルタンク内の燃料で走行できる航
続可能距離を表示します。
"RANGE" の文字とデータが表示されます。

この機能にエラーが検知されると、インストルメント
パネルは 3 本の破線 "- - -" を点滅させます。
インストルメントパネルが RANGE データを受信でき
ない場合は、3 本の破線 "- - -" が固定表示されます。

図 23
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外気温 (T-AIR)
インストルメントパネルは設定された単位 (°C または
°F) に換算された外気温、設定単位、"T-AIR" の文字
を表示します。温度データは -39 °C～+125 °C
(-38 °F～+257 °F) の場合に表示されます。それ以外
の温度 (-39 °C (-38 °F) 未満 か +125 °C (+257 °F)
を超える場合) では、3 本の破線 " - - - " と単位が表示さ
れます。
気温センサーエラーの場合、インストルメントパネル
には単位と共に 3 本の破線 " - - - " が点滅します。さら
に一般的エラー警告灯が点灯します。
インストルメントパネルが気温のデータを受信しない
場合、単位と共に 3 本の破線 "- - -" が固定表示されま
す。

参考
エンジンの熱が停車中の車両の温度表示に影響

を与える場合があります。

図 24
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プレーヤー操作 (PLAYER)
この機能でプレーヤーの操作 (起動または停止) が可能
です。

Bluetooth モジュールが搭載されており、スマートフ
ォンが接続されている場合にのみ、“PLAYER” 機能がメ
ニューに表示されます。

プレーヤーが起動していない場合 (図 25)、インストル
メントパネルは “PLAYER” の項目と "OFF" の文字を表
示します。プレーヤーを起動するには、ボタン (1) を 2
秒間押します。プレーヤーの使い方については、"イ
ンフォテインメント" の項を参照してください。

プレーヤーが起動している場合は (図 26)、インストル
メントパネルには次のように表示されます。
- “PLAYER” の項目
- 再生中の曲名 (フル曲名が右から左に 1 回スクロ

ール表示されたのち、最初の 6 文字が表示されま
す)

- プレーヤーのグラフィック

ボタン (1) を 2 秒間押すとプレーヤーが “OFF” に設定
されます。その結果、インストルメントパネルには
“PLAYER” 表示と “OFF” の文字が表示され、プレーヤ
ーのグラフィックが消えます。
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図 25
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プレーヤーの使い方については、“インフォテインメン
ト”　(ページ 107) の項を参照してください。
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通話操作 (CALLS) ー アクセサリー
この機能は直前 7 件の不在着信、発信、着信の履歴を
表示します。Bluetooth コントロールユニットを搭載
し、スマートフォンが接続されている場合にのみ利用
できます。
インストルメントパネルは、Bluetooth 接続されてい
るスマートフォンから履歴一覧情報を直接受け取りま
す。

ボタン (4) を押して履歴一覧を表示します。
機能に入ると、ディスプレイに直前の通話相手の名前
または電話番号が表示されます。
ボタン (1) またはボタン (2) を押して、通話履歴のス
クロール表示や “EXIT” の選択 (枠が点滅) が可能です。
- 一覧から電話番号/名前を選択し、ボタン (4) を押

して通話を発信します。
- "EXIT" を選択 (枠が点滅) し、ボタン (4) を押して前

の画面に戻ります。

通話履歴が何もない場合は、ディスプレイに "EMPTY"
の文字が表示されます。この場合は、ボタン (4) を押
して機能を終了します。

4

図 27
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ヒーテッドグリップ (H. GRIPS)
この機能はヒーテッドグリップの起動と調整を行いま
す。ヒーテッドグリップを搭載している場合に限りメ
ニュー内に表示されます。
“H.GRIPS” の文字と現在設定されているレベルが表示
されます。設定できるレベルは、“OFF”、“LOW”、
“MED”、“HIGH” です。
ヒーテッドグリップが起動しているときは、ヒーテッ
ドグリップ表示灯 (A) も点灯し、"ON" の文字が表示さ
れます。

参考
エンジンがかかっているときのみ、ヒーテッド

グリップが実際に作動します (熱くなる)。

機能を調整するには、ボタン (1) および (2) でメニュー
内に “H.GRIPS” 機能を表示し、ボタン (4) を押してレ
ベル設定に入ります。
ボタン (1) と (2) を押して、選択できるレベル (点滅)
“OFF”、“LOW”、“MED”、“HIGH” と “EXIT” の文字 (枠が
点滅) を順番にスクロールすることができます。
レベルを選択して前の画面に戻るにはボタン (4) を押
します。すると、インストルメントパネルがヒーテッ
ドグリップの温度を選択したレベルに設定します。

現在の設定レベルを変更せずに終了するには、ボタン
(1) と (2) で “EXIT” の文字 (枠が点滅) を選択し、ボタン
(4) を押すと前の画面に戻ります。

参考
バッテリーが切れた場合 (Battery-OFF) は、次回

の Battery-ＯＮ / Key-O Ｎ 時にはデフォルト値の
"OFF" に設定されます。
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参考
グリップヒーターが起動した状態でエンジンが

停止している場合、グリップヒーターは "一時的に" 作
動を停止しますが、表示は継続して起動状態を示しま
す。エンジンを再始動するとグリップヒーターは自動
的に再起動します。

参考
エンジンがアイドリング中 (2,000 rpm 以下) は、

バッテリー充電状態を維持するために、ヒーテッドグ
リップのレベルを “MED” または “HIGH” に調整してい
る場合であっても、実際には “LOW” レベルに調整さ
れます (“LOW” レベル調整時の温度)。エンジンがアイ
ドリング状態でなくなると (2,000 rpm 以上)、調整レ
ベルは実際の設定レベルに戻ります (“MED” または
“HIGH”)。

参考
ヒーテッドグリップは電力消費が大きいため、

エンジン低回転域ではバッテリーが上がるおそれがあ
ります。 バッテリーが充電不足 (電圧が 13.2 V を下回
っている) 状態になると、エンジンの始動ができる状
態を維持するためにヒーテッドグリップの作動を停止
します。バッテリー電圧が前述の電圧値を上回ると、
自動的に作動を開始します。
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設定メニュー
このメニューではいくつかの車両機能の ON/OFF およ
び設定を行います。
設定メニューに入るには、ボタン (1) と (2) でメニュ
ーの機能一覧から “SETTING MENU” を選び、ボタン
(4) を押してメニューに入ります。
安全上の理由から、車両の実速度が 5 km/h (3 mph)
以下の時にのみ設定メニューに入ることができます。
このメニュー内にいる時に速度が 5 km/h (3 mph) を超
えると、インストルメントパネルは自動的にメイン画
面に戻ります。
設定メニューには以下の機能が表示されます。
- ライディングモードのパーソナライズ (R.M.)
- PIN CODE (PIN)
- バックライト設定 (B.L.)
- DRL Auto / Manual モード設定 (DRL) (装備してい

る場合のみ)
- 時計の調整 (CLK)
- 日付設定 (DAT)
- サービス期限の表示 (SRV)
- 単位の設定 (UNT)
- バッテリー表示 (BAT)
- ターンインジケーター自動解除の停止 (TRN)
- エンジン回転数表示 (RPM)
- Bluetooth (BLT) (搭載している場合のみ)

設定メニューに入ると、画面は次のように表示されて
います。
- インストルメントパネル上部には、時計の代わり

に設定メニュー内の機能 (例：“R.M.”) が表示され
ます。

- メニューの代わりに “UP – – DW” の文字が表示さ
れます。

- 歯車マークと “MENU” の文字。
- "EXIT" の文字。

ボタン (1) と (2) を押して、設定メニューの機能をひ
とつずつスクロール表示することができます。また、
“EXIT” の文字を選択 (枠が点滅) することができます。
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ボタン (2) を押すと次の機能を表示し、ボタン (1) を押
すと前の機能を表示します。
希望の機能を表示した後、ボタン (4) を押して対応す
る設定メニューに入ります。
機能が装備されていない場合や一時的に解除されてい
る場合は、メニューページにアクセスできません。
設定メニューを終了するには、"EXIT" を強調表示 (枠が
点滅) してボタン (4) を押します。
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ライディングモードのパーソナライズ
(R.M.)
この機能で 3 つのライディングモード：ACTIVE、
JOURNEY、CITY をパーソナライズできます。

設定メニューに入ります。
ボタン (1) と (2) で設定メニュー内の項目をスクロー
ルし、“R.M.” を選択します。
機能を選択したら、ボタン (4) を押します。

機能に入ると、画面には 3 つのライディングモード
“ACTIVE”、“JOURNEY”、“CITY” に加えて、ライディン
グモード “ACTIVE” を示す点滅矢印、“DEFAULT” と
“EXIT” の文字が表示されます (図 32)。

ボタン (1) または (2) を使用して、ライディングモード
横の点滅矢印、“DEFAULT” (枠が点滅)、“EXIT” (枠が点
滅) を順番に表示することができます。
いずれかのライディングモードを選択した状態 (ライ
ディングモード名の横の矢印が点滅) でボタン (4) を押
すと、選択したライディングモードのパーソナライズ
メニューに入ります。
"EXIT" を選択 (枠が点滅) している時にボタン (4) を押
すと、設定メニューのメイン画面に戻ります。
"DEFAULT" の枠が点滅している時にボタン (4) を押す
と、すべてのライディングモードの全パラメーターを
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初期設定値に回復します。詳しくは "全ライディング
モード設定の回復 (ALL DEFAULT)" をご覧ください。

参考
現在使用していないライディングモードの設定を

変更した場合、変更した新パラメーター (DTC、
ENGINE、DEFAULT) が保存されます。一方、現在使用
しているライディングモードのパラメーターを変更し
た場合は、すべての新パラメーターが保存されるとと
もに、直ちに設定に反映されます。
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個別のライディングモードで、以下のパラメーターを
パーソナライズできます。
- ENGINE
- DTC

選択したライディングモードのパーソナライズメニュ
ーに入ると、ディスプレイは次のように表示されま
す。
- パラメーターを変更するライディングモード名
- “DTC” の文字と現在の設定レベル
- “ENGINE” の文字が点滅し、現在の設定値を中央

に表示
- "DEFAULT" の文字
- "EXIT" の文字

自動的に強調表示され最初に変更できるパラメーター
は “ENGINE” パラメーター (点滅) です。ボタン (1) と
(2) を使用して、各項目を次のように順番に選択 (点滅)
することができます。“ENGINE”、“DTC”、“DEFAULT”、
“EXIT”。

パラーメーターが強調表示されている時にボタン (4)
を押すと、パラメーターのパーソナライズに入り、パ
ラメーターの設定を変更することができます。

"EXIT" の文字が強調表示され、ボタン (4) を押すと、
サブメニューを終了して前の画面に戻ります。

警告
パラメーター変更は、車両のセットアップに充

分慣れている方のみにお勧めします。意図せず変更し
てしまった場合は、"DEFAULT" 機能を使用してパラメ
ーターを修復してください。
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ライディングモードのパーソナライズ ：エ
ンジンの調整
ここでは各ライディングモードに連動したエンジン出
力を設定することができます。

設定メニューに入ります。
ボタン (1) と (2) で設定メニュー内の項目をスクロー
ルし、“R.M.” を選択します(A)。
機能を選択したら、ボタン (4) を押します。

"R.M." メニューに入ります。
ボタン (1) または (2) を押して、希望するライディング
モードを ACTIVE、JOURNEY、CITY から選択します
(B)。希望のライディングモードを選択したら (横の矢
印が点滅)、ボタン (4) を押します。

選択したライディングモードのパーソナライズメニュ
ーに入ります (例：“JOURNEY”)。
ボタン (1) またはボタン (2) を押して、パーソナライ
ズするパラメーター ENGINE を点滅させて選択します
(C)。パラメーターを強調表示したら、ボタン (4) を押
します。
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この機能に入ると、現在設定されているエンジン出力
(“HIGH”、“MEDIUM”、“LOW”) が点滅します (図 35)。
ボタン (1) と (2) で、“HIGH”、“MEDIUM”、“LOW” の値
と “EXIT” の文字 (枠が点滅) を順番に選択することが
できます。

新しい ENGINE パラメーター値を選択したら、ボタン
(4) を押します。

インストルメントパネルには新しく設定したレベルが
表示され、“EXIT” の枠が点滅します (図 36)。この時点
でボタン (4) を押すと、前の画面に戻ります。
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ライディングモードのパーソナライズ：
DTC レベルの設定
ここでは各ライディングモードに連動した DTC 介入レ
ベルの設定または解除を行うことができます。

設定メニューに入ります。
ボタン (1) と (2) で設定メニュー内の項目をスクロー
ルし、“R.M.” を選択します (A)。
機能を選択したら、ボタン (4) を押します。

"R.M." メニューに入ります。
ボタン (1) または (2) を押して、希望するライディング
モードを ACTIVE、JOURNEY、CITY から選択します
(B)。希望のライディングモードを選択したら (横の矢
印が点滅)、ボタン (4) を押します。

選択したライディングモードのパーソナライズメニュ
ーに入ります (例：“JOURNEY”)。
ボタン (1) またはボタン (2) を押して、パーソナライ
ズするパラメーター DTC を点滅させて選択します (C)。
パラメーターを強調表示したら、ボタン (4) を押しま
す。
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この機能に入ると、現在設定されている DTC 介入レ
ベルが点滅します (図 38)。ボタン (1) と (2) で、“-”
(DTC OFF)、“1”、“2”、“3”、“4” の値と “EXIT” の文字 (枠
が点滅) を順番に選択することができます。

DTC パラメーターの新しいレベルを選択したら、ボタ
ン (4) を押します。

インストルメントパネルには新しく設定したレベルが
表示され、“EXIT” の枠が点滅します (図 39)。この時点
でボタン (4) を押すと、前の画面に戻ります。

参考
"– " (OFF) を選択すると、DTC は解除されます。

レベルを “-” (DTC OFF) に設定して DTC 機能を解除す
ると、インストルメントパネルに DTC ランプ    (ラ
ンプ 12、“インストルメントパネル” 参照) が点灯しま
す。
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ライディングモードのパーソナライズ：デ
フォルト設定の回復 (DEFAULT)
ここでは個別のライディングモードに連動するパラメ
ーターをドゥカティが設定したデフォルト値に回復さ
せることができます。

設定メニューに入ります。
ボタン (1) と (2) で設定メニュー内の項目をスクロー
ルし、“R.M.” を選択します(A)。
機能を選択したら、ボタン (4) を押します。

"R.M." メニューに入ります。
ボタン (1) または (2) を押して、希望するライディング
モードを ACTIVE、JOURNEY、CITY から選択します
(B)。希望のライディングモードを選択したら (横の矢
印が点滅)、ボタン (4) を押します。

選択したライディングモードのパーソナライズメニュ
ーに入ります (例：“JOURNEY”)。
ボタン (1) またはボタン (2) を押して、“DEFAULT” (枠が
点滅) を点滅させて選択します (C)。
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ボタン (4) を押すと、インストルメントパネルは選択
したライディングモードをドゥカティ初期設定値に回
復します。このとき、以下のように 2 秒間表示されま
す。
- ENGINE 値の代わりに破線 “- - - - - -” が点滅
- DTC 値の代わりにマーク “-” が点滅
- 選択したライディングモードの横にある矢印が点

滅

続いて、インストルメントパネルは “DF - OK” の文字
をさらに 2 秒間固定表示します。

2 秒後、インストルメントパネルにはライディングモ
ードの初期設定値され、"EXIT" が選択 (枠が点滅) され
ます。この時点でボタン (4) を押すと前の画面に戻り
ます。

4

図 41

4

図 42

65



ライディングモードのパーソナライズ：デ
フォルト設定の回復 (ALL DEFAULT)
ここではすべてのライディングモードに連動する
ENGINE と DTC のパラメーター値をドゥカティ初期設
定値に回復させることができます。

設定メニューに入ります。
ボタン (1) と (2) で設定メニュー内の項目をスクロー
ルし、“R.M.” を選択します。
機能を選択したら、ボタン (4) を押します。

"R.M." メニューに入ります。
ボタン (1) またはボタン (2) を押して、“DEFAULT” を選
択 (枠が点滅) します (図 44)。
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ボタン (4) を押すと、インストルメントパネルはすべ
てのライディングモードのドゥカティ初期設定値を回
復します。インストルメントパネルには 2 秒間 3 つす
べてのライディングモード “ACTIVE”、“JOURNEY”、
“CITY” が固定表示され、ライディングモードの右側に
ある 3 つの矢印が点滅します (図 45)。

続いて、インストルメントパネルは “DF - OK” の文字
をさらに 2 秒間固定表示します (図 46)。
2 秒が経過すると、"EXIT" が選択されます (枠が点滅)。
この時点でボタン (4) を押すと、前の画面に戻ります。 4

図 45
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PIN CODE (PIN) - 登録
この機能で PIN CODE の有効化または変更を行います。
PIN CODE は最初車両に登録されていませんので、ユ
ーザーが 4 桁の PIN をインストルパネルに入力して有
効にします。これを行わないと、不具合が生じた場合
に一時起動することができません。
PIN を変更するには "PIN CODE (PIN) - 変更" (ページ
71) の手順に従います。
不具合が生じた際に車両を一時的に起動するには、
"PIN CODE による車両の解除" (ページ 137) の手順に従
います。

警告
PIN CODE は車両の所有者が設定 (登録) しなけれ

ばなりません。PIN がすでに設定されている場合には、
Ducati 正規ディーラーに本機能の "リセット" を依頼し
てください。その際 Ducati 正規ディーラーは、車両の
所有者確認をさせていただくことがあります。

PIN CODE 機能を有効にし、PIN を入力するには、設定
メニューに入ります。
ボタン (1) と (2) で設定メニュー内の項目をスクロー
ルし、“PIN” を選択します。
機能を選択したら、ボタン (4) を押します。

参考
機能に入った時に “OLD:” が表示されて 4 本の破

線 “- - - -” が点滅する場合は、PIN がすでに存在し、機
能が有効であることを表します。
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機能に入ると、"N:" の表示に続いて 4 本の破線 "- - - -"
がディスプレイに点滅します (A)。
PIN CODE を有効にしないで前の画面に戻るには、ボ
タン (1) またはボタン (2) を押して "EXIT" を選択します
(枠が点滅)。この時点でボタン (4) を押します。
一方、4 本の破線 “- - - -” が点滅している状態でボタン
(4) を押すと、PIN CODE の入力に進みます。

コードの入力 (B)：
1) ボタン (4) を押すと、"0" で表示される 1 桁のみが

点滅します。
2) ボタン (1) を押す度に数 (+1) 字が "9" までひとつ

ずつ大きくなり、その後 "0" に戻ります。
3) ボタン (2) を押す度に数字が "1" までひとつずつ小

さくなり、その後 "0" に戻ります。
4) ボタン (4) を押して数字を決定し、次の桁に移動

します。

この手順を繰り返し、PIN CODE の 4 桁すべての数字
を決定します (C)。
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ボタン (4) を押して最後の桁を決定すると、"MEM"
(C、図 48) の文字枠が点滅します。
ボタン (1)、(2) を使用して、以下の操作を行うことが
できます。
- "EXIT" を選択 (枠が点滅) してボタン (4) を押すと、

PIN CODE を保存せずに終了します。
- 設定したコードのひとつの数字を選択 (点滅) して

ボタン (4) を押すと、コード入力をもう一度行い
数字を変更することができます。

- "MEM" (C、図 48) を選択 (枠が点滅) してボタン (4)
を押すと、新しい PIN CODE が保存されます。
インストルメントパネルは "MEM OK" を 2 秒間表
示し、続いて "EXIT" の文字枠を点滅させます。
ボタン (4) を押して終了します。

最初の PIN CODE を設定して以降は、メニューから
PIN CODE 登録ページに入ることができなくなり、代
わりに PIN CODE の変更ページになります。PIN CODE
機能がリセットされた場合 (Ducati 正規ディーラーの
み実施可能) に限り、最初の PIN CODE の登録ページが
有効になり、メニューから入ることができるようにな
ります。
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PIN CODE (PIN) - 変更
この機能で PIN CODE の有効化または変更を行います。
PIN を登録するには "PIN CODE (PIN) - 登録" (ページ 68)
の手順を参照してください。
不具合が生じた際に車両を一時的に起動するには、
"PIN CODE による車両の解除" (ページ 137) の手順に従
います。

PIN CODE を変更するには、設定メニューに入ります。
ボタン (1) と (2) で設定メニュー内の項目をスクロー
ルし、“PIN” を選択します。
機能を選択したら、ボタン (4) を押します。

参考
PIN CODE を変更するには、現在設定されている

PIN を知っている必要があります。

参考
機能に入った時に "N : " (NEW) が表示され、点線

"- - - -" が点滅する場合は、PIN CODE が登録されたこ
とがないことを示します。PIN CODE を登録してくだ
さい。
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機能に入ると、旧コードを入力する必要があります。
"O:" の表示に続いて 4 本の破線 "- - - -" がディスプレイ
に点滅します (A)。
PIN CODE を入力しないで前の画面に戻るには、ボタ
ン (1) またはボタン (2) を押して "EXIT" を選択します
(枠が点滅)。この時点でボタン (4) を押します。
一方、4 本の破線 “- - - -” が点滅している状態でボタン
(4) を押すと、PIN CODE の入力に進みます。

コードの入力 (B)：
1) ボタン (4) を押すと、"0" で表示される 1 桁のみが

点滅します。
2) ボタン (1) を押す度に数 (+1) 字が "9" までひとつ

ずつ大きくなり、その後 "0" に戻ります。
3) ボタン (2) を押す度に数字が "1" までひとつずつ小

さくなり、その後 "0" に戻ります。
4) ボタン (4) を押して数字を決定し、次の桁に移動

します。

この手順を繰り返し、PIN CODE の 4 桁すべての数字
を決定します (C)。
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ボタン (4) を押して最後の桁 (C、図 51) を決定すると、
インストルメントパネルは次の動作を行います。
- PIN CODE が正しくない場合は、インストルメン

トパネルは "ERROR" を 2 秒間点滅表示します。2
秒後に "EXIT" が選択されます (枠が点滅)。この時
点でボタン (4) を押すと、PIN CODE の変更機能を
終了します。一方、ボタン (1) と (2) を使うと、も
う一度旧コード (A、図 51) を入力することができ
ます。( 図 51)

- PIN CODE が正しい場合は、インストルメントパ
ネルは "OK" を 2 秒間表示し、その後新コード入
力画面に進みます。

参考
登録済みの PIN CODE に誤入力回数の制限はあり

ません。

1

24

図 52

1

24

図 53

73



"N:" の表示に続いて 4 本の破線 "- - - -" がディスプレイ
に点滅します (A)。
PIN CODE を有効にしないで前の画面に戻るには、ボ
タン (1) またはボタン (2) を押して "EXIT" を選択します
(枠が点滅)。この時点でボタン (4) を押します。
一方、4 本の破線 “- - - -” が点滅している状態でボタン
(4) を押すと、PIN CODE の入力に進みます。

コードの入力 (B)：
1) ボタン (4) を押すと、"0" で表示される 1 桁のみが

点滅します。
2) ボタン (1) を押す度に数 (+1) 字が "9" までひとつ

ずつ大きくなり、その後 "0" に戻ります。
3) ボタン (2) を押す度に数字が "1" までひとつずつ小

さくなり、その後 "0" に戻ります。
4) ボタン (4) を押して数字を決定し、次の桁に移動

します。

この手順を繰り返し、PIN CODE の 4 桁すべての数字
を決定します (C)。
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ボタン (4) を押して最後の桁を決定すると、"MEM"
(C、図 54) の文字枠が点滅します。
ボタン (1)、(2) を使用して、以下の操作を行うことが
できます。
- "EXIT" を選択 (枠が点滅) してボタン (4) を押すと、

PIN CODE を保存せずに終了します。
- 設定したコードのひとつの数字を選択 (点滅) して

ボタン (4) を押すと、コード入力をもう一度行い
数字を変更することができます。

- "MEM" (C、図 54) を選択 (枠が点滅) してボタン (4)
を押すと、新しい PIN CODE が保存されます。
インストルメントパネルは "MEM OK" を 2 秒間表
示し、続いて "EXIT" の文字枠を点滅させます。
ボタン (4) を押して終了します。

参考
PIN CODE の変更は何度でも可能です。
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バックライト設定 (B.L.)
この機能ではバックライトの明るさを調整することが
できます。

設定メニューに入ります。
ボタン (1) と (2) で設定メニュー内の項目をスクロー
ルし、“B.L.” を選択します。
機能を選択したら、ボタン (4) を押します。

機能に入ると、現在の設定値 (点滅) と "EXIT" が表示さ
れます。
ボタン (1) と (2) を押して、選択できるレベル (点滅)
“AUTO”、“HIGH”、“MEDIUM”、“LOW” と “EXIT” の文字
(枠が点滅) を順番にスクロールして選択することがで
きます。
設定できる値をスクロールすると、バックライトの明
るさも連動して変わります。
ボタン (4) を押して選択した値を決定します。

設定値に基づいてインストルメントパネルはバックラ
イトの明るさを調整し、"EXIT" の文字枠を点滅させま
す。
ボタン (4) を押して機能を終了し、前の画面に戻りま
す。
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DRL Auto / Manual モード設定 (DRL)
この機能では DRL ステータス：AUTO または
MANUAL を選択します。DRL が搭載されている場合
にのみ有効です。

設定メニューに入ります。
ボタン (1) と (2) で設定メニュー内の項目をスクロー
ルし、“DRL” を選択します。
機能を選択したら、ボタン (4) を押します。

機能に入ると、現在の設定 (点滅) と "EXIT" が表示され
ます。
ボタン (1) と (2) を押して、選択できるレベル (点滅)
“AUTO”、“MANUAL” と “EXIT” の文字 (枠が点滅) を順
番にスクロールして選択することができます。
選択した値を設定するにはボタン (4) を押します。続
いて、"EXIT" の枠が点滅して文字が強調表示されます。
ボタン (4) を押して機能を終了し、前の画面に戻りま
す。
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時計の調整 (CLK)
この機能は時計の調整/設定をします。

設定メニューに入ります。
ボタン (1) と (2) で設定メニュー内の項目をスクロー
ルし、“CLK” を選択します。
機能を選択したら、ボタン (4) を押します。

参考
バッテリーが切断される度に時計の情報はリセ

ットされますでの、ユーザーは再度設定する必要があ
ります。

参考
時計を初めて設定する場合には、時間は "AM" で

表示され、「時」「分」の値には “- -” が表示されていま
す。

設定が可能な項目は以下のように表示されます。
- AM / PM
- 時間
- 分
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機能に入ると、現在の設定時間と "EXIT" が表示されま
す。

ボタン (1) および (2) で時間表示 (点滅) と "EXIT" (枠が
点滅) をスクロールして選択することができます。

"EXIT" を選択 (枠が点滅) している時にボタン (4) を押
すと、前の画面に戻ります。

時間表示を選択 (点滅) している時にボタン (4) を押す
と、時間の設定に入ります。
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時間の設定に入ると、最初に変更できるパラメーター
は AM / PM (点滅) です (A)。ボタン (1) および (2) で
"AM" と "PM" を切り替えます。

ボタン (4) を押すと、時間の設定に移ります (点滅)(B)。
ボタン (1) および (2) を押すと、時間の値が 1 ずつ増減
します。

ボタン (4) を押すと、分の設定に移ります (点滅)(C)。
ボタン (1) および (2) を押すと、分の値が 1 ずつ増減し
ます。

ボタン (4) を押すと、"EXIT" が選択されます (枠が点
滅)。

この時点で時間の設定を繰り返すか、"EXIT" を選択
(枠が点滅) している時にボタン (4) を押して設定メニ
ュー の前の画面に戻ることができます。
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日付設定 (DAT)
この機能は日付の表示、設定/変更を行います。

設定メニューに入ります。
ボタン (1) と (2) で設定メニュー内の項目をスクロー
ルし、“DAT” を選択します。
機能を選択したら、ボタン (4) を押します。

重要
バッテリーが切断されるたびにカレンダー情報

はリセットされるので、その都度設定する必要があり
ます。

参考
日付を初めて設定する場合、「年」「月」「日」の

値には “- -” が表示されています。

設定が可能な項目は以下のように表示されます。
- Y：年
- M：月
- D：日
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機能に入ると、現在の設定「年」と "EXIT" が表示され
ます。

ボタン (1) および (2) で点滅する "Y."(年) (A)、“M.” (月)
(B)、“D.” (日) (C) と “EXIT” (枠が点滅) をスクロールして
選択することができます。
変更したいパラメーターの点滅している現在値を選択
した後にボタン (4) を押すと、値を変更することがで
きます。
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年の調整
ボタン (1) および (2) で点滅する "Y." (A、図 64) を選択
し、ボタン (4) を押します。
年に相当する 4 桁のデータが点滅し始めます。
ボタン (1) を押すと、年の値が以下のように 1 ずつ大
きくなります。“2017, 2018, ....2099, 2017”。
ボタン (2) を押すと、年の値が以下のように 1 ずつ小
さくなります。“2099, 2098, ....2017, 2099”。
希望の値に達したら、ボタン (4) を押します。設定さ
れた年の値が固定表示に変わり、"Y." (A、図 64) の表
示が再び点滅します。
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月の調整
ボタン (1) および (2) で点滅する "M." (B、図 64) を選択
し、ボタン (4) を押します。
月に相当する 2 桁のデータが点滅し始めます。
ボタン (1) を押すと、月の値が以下のように 1 ずつ大
きくなります。01, 02, ....12, 01。
ボタン (2) を押すと、月の値が以下のように 1 ずつ小
さくなります。12, 11, ....01, 12。
希望の値に達したら、ボタン (4) を押します。設定さ
れた月の値が固定表示に変わり、"M." (B、図 64) の表
示が再び点滅します。
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日の調整
ボタン (1) および (2) で点滅する "D." (C、図 64) を選択
し、ボタン (4) を押します。
強調表示されたら、ボタン (4) を押します。
日に相当する 2 桁のデータが点滅し始めます。
ボタン (1) を押すと、日の値が以下のように 1 ずつ大
きくなります。01, 02, ....31, 01。
ボタン (2) を押すと、日の値が以下のように 1 ずつ小
さくなります。31, 30, ....01, 31。
希望の値に達したら、ボタン (4) を押します。設定さ
れた日の値が固定表示に変わり、"D." (C、図 64) の表
示が再び点滅します。
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日付の保存
設定もしくは変更した日付を保存するには、ボタン (1)
と (2) を使用して "EXIT" を選択し (枠が点滅)、ボタン
(4) を押します。
インストルメントパネルは入力された日付が正しい
か、内部の日付 (SERVICE DATE) より前の日付になっ
ているかを検証します。
- 入力された日付が正しくない場合は、インストル

メントパネルに "WRONG" と “DATE” の文字が 4
秒間交互に表示されます。その後、日付に相当す
る 6 本の破線 “- - - -” が固定表示され、 “EXIT” が選
択されます (枠が点滅)。この場合は、ボタン (4) を
押して日付を保存せずに設定メニューの前のペー
ジに戻るか、もしくはボタン (1) と (2) を使用して
6 本の破線 “- - - -” を選択し、もう一度日付の設定
を繰り返すことができます。

- 日付が正しい場合、インストルメントパネルは新
しい日付を保存して設定メニューの前の画面に戻
ります。
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サービス期限の表示 (SRV)
この機能は、Desmo Service (キロまたはマイル)、Oil
Service (キロまたはマイル)、Annual Service (日付) の
次回のサービス期限を通知します。

設定メニューに入ります。
ボタン (1) と (2) で設定メニュー内の項目をスクロー
ルし、“SRV” を選択します。
機能を選択したら、ボタン (4) を押します。
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インストルメントパネルには最初に “Desmo Service”
(A) が表示されます。
ボタン (1) と (2) を使用して、Desmo Service (A) まで
の残りの走行距離、Oil Service (B) までの残りの走行
距離、Annual Service (C) の期限日をスクロールする
ことができます。

「Info Service」を閲覧中も "EXIT" の文字は常時強調表
示 (枠が点滅) されています。ボタン (4) を押すと前の
画面に戻ります。
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単位の設定 (UNT)
この機能では表示単位の変更が可能です。

設定メニューに入ります。
ボタン (1) と (2) で設定メニュー内の項目をスクロー
ルし、“UNT” を選択します。
機能を選択したら、ボタン (4) を押します。

以下の項目の単位を変更することができます。
- スピード (SPEED)
- 温度 (TEMP.)
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機能に入ると、"SPEED" (点滅) と "EXIT" が表示されま
す。

ボタン (1) と (2) で、“SPEED” と “TEMP.” の設定 (点滅)、
“DEFAULT” (枠が点滅) と "EXIT" (枠が点滅) をスクロー
ルして選択することができます。

単位を変更するには、変更したい項目を選択してボタ
ン (4) を押します。
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単位の設定スピード
この機能では速度の単位を変更することができます
(走行距離の単位も同時に変更します)。
この機能に入ると、現在使用中の単位が点滅して表示
されます。

ボタン (1) と (2) で、選択できる単位 (点滅) “km/h”、
“mph” と “EXIT” の文字 (枠が点滅) をスクロールして選
択することができます。
ボタン (4) を押すと、選択した単位を保存して前の画
面に戻ります。
"EXIT" を選択 (枠が点滅) している時にボタン (4) を押
すと、パラメーターを変更せずに前の画面に戻りま
す。
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単位の設定温度
この機能では温度の単位の変更が可能です。
この機能に入ると、現在使用中の単位が点滅して表示
されます。

ボタン (1) および (2) を使って選択できる単位 (“°C”、
“°F”) をスクロールさせて選択 (点滅) することができ
ます。
ボタン (4) を押すと、選択した単位を保存して前の画
面に戻ります。
"EXIT" を選択 (枠が点滅) している時にボタン (4) を押
すと、パラメーターを変更せずに前の画面に戻りま
す。
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単位の設定自動設定回復 (DEFAULT)
この機能では、インストルメントパネルに表示される
すべての測定単位の自動設定を回復することができま
す。

ボタン (1) と (2) で "DEFAULT" (枠が点滅) を選択し、
ボタン (4) を押します。
ディスプレイに "WAIT.." が 2 秒間表示されます。その
後、単位がデフォルト設定に回復されたことを示す
"DF - OK" がさらに 2 秒間表示されます。
2 秒が経過すると、"EXIT" が選択されます (枠が点滅)。
終了して前の画面に戻るには、ボタン (4) を押します。
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バッテリー表示 (BAT)
この機能では車両のバッテリー電圧を表示することが
できます。

設定メニューに入ります。
ボタン (1) と (2) で設定メニュー内の項目をスクロー
ルし、“BAT” を選択します。
機能を選択したら、ボタン (4) を押します。

機能に入ると、バッテリー電圧が次のように表示され
ます。
- バッテリー電圧が 11.8～14.9 V の場合、固定表示

されます。
- バッテリー電圧が 11.0～11.7 V の場合、もしくは

15.0～16.0 V の場合は点滅して表示されます。
- バッテリー電圧が 11.0 V を下回る場合は、インス

トルメントパネルに "LOW" の文字が点滅します。
- バッテリー電圧が 16.1 V 以上の場合、インストル

メントパネルに "HIGH" の文字が点滅します。

ボタン (4) を押して機能を終了し、前の画面に戻りま
す。
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ターンインジケーター自動解除の停止
(TRN)
この機能では、ターンインジケーターの自動解除スト
ラテジーを自動モード (AUTO)、または手動モード
(MANUAL) に設定することができます。

設定メニューに入ります。
ボタン (1) と (2) で設定メニュー内の項目をスクロー
ルし、“TRN” を選択します。
機能を選択したら、ボタン (4) を押します。

機能に入ると、現在の設定モード (“AUTO” または
“MANUAL”) と "EXIT" が表示されます。
ボタン (1) と (2) で、“AUTO” と “MANUAL” 間のモード
(点滅) の切り替えと “EXIT” の文字 (枠が点滅) を選択す
ることができます。

"AUTO" を選択 (点滅) している時にボタン (4) を押す
と、ターンインジケーターの解除ストラテジーが自動
に設定されます。

"MANUAL" を選択 (点滅) している時にボタン (4) を押
すと、ターンインジケーターの解除ストラテジーが手
動に設定されます。ターンインジケーターを解除する
には、専用ボタンを操作してください。

"EXIT" を選択 (枠が点滅) している時にボタン (4) を押
すと、前の画面に戻ります。
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参考
保存した設定 (“AUTO” または “MANUAL”) は

Key-OFF 後も維持されます。バッテリーが中断した場
合 (Battery OFF) は、電源回復後の Key-ON 時にシステ
ムは自動的に "AUTO" モードに設定されます。

参考
ターンインジケーターをハザードモードで点灯

している場合は、ターンインジケーターの自動解除ス
トラテジーは作動しません。
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エンジン回転数表示 (RPM)
この機能でエンジン回転数 (rpm) データをデジタル表
示することができます。

設定メニューに入ります。
ボタン (1) と (2) で設定メニュー内の項目をスクロー
ルし、“RPM” を選択します。
機能を選択したら、ボタン (4) を押します。

機能に入ると、エンジン回転数 (rpm) データが 50 rpm
単位でデジタル表示されます。データ範囲は 0～
10000 rpm です。。

ボタン (4) を押して機能を終了し、前の画面に戻りま
す。
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Bluetooth (BTH)
この機能では Bluetooth デバイスのペアリング、およ
びその解除を行います。Bluetooth システムを装備し
ている場合にのみ有効になります。

設定メニューに入ります。
ボタン (1) と (2) で設定メニュー内の項目をスクロー
ルし、“BTH” を選択します。
機能を選択したら、ボタン (4) を押します。

プレーヤーが作動している時や着信中、通話中、最呼
び出し中には Bluetooth メニューに入ることはできま
せん。
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機能に入ると、インストルメントパネルはギア表示の
代わりにペアリングされているデバイス数 (最大 5 台)
を表示します。
少なくとも 1 台のデバイスがペアリングされている場
合は、メニューにペアリングされている最初のデバイ
ス名が表示されます。そうでない場合は “NO DEV” と
表示されます。
ボタン (1) と (2) で、デバイス一覧と “PAIRING” (枠が
点滅)、“EXIT” (枠が点滅) をスクロール / 選択すること
ができます。

ペアリングやペアリングデバイスの削除を行わずに設
定メニューの前の画面に戻るには、ボタン (1) と (2) で
“EXIT” を選択 (枠が点滅) し、ボタン (4) を押します。

1

24
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新しいデバイスのペアリング
この機能ではひとつ以上の Bluetooth デバイスをペア
リングコマンドを使用してペアリングすることができ
ます。
Bluetooth デバイスをコントロールユニットが検出し
てアクセスできるように設定します。デバイスの電源
を入れ、識別できるようにしてください。
検出モードにあるとき、Bluetooth デバイスはワイヤ
レスシグナルを送信し他のデバイスから検出されるよ
うにします。このモードは、ペアリングモードと呼ば
れることもあります。
車両には Bluetooth コントロールユニットが装備され
ています。これにより Bluetooth に対応する電子機器
間での通信が可能になります。

警告
Bluetooth ヘッドセットの製造メーカーは、デバ

イスの寿命期間中に標準プロトコルに変更を加えるこ
とがあります (スマートフォン、ヘッドセット)。

警告
ドゥカティ社はこれらの変更に関与していませ

んので、こうした変更が Bluetooth ヘッドセット (音
楽共有、マルチメディア再生など) の各種機能やいく
つかのタイプのスマートフォン (Bluetooth 対応プロフ
ァイルによる) に影響を与える可能性があります。こ
のためドゥカティ社は、以下についてのマルチメディ
ア再生を保証していません。
- "Kit Ducati キット (部品番号： 981029498)" に付

属しないヘッドセット。
- 必要な Bluetooth プロファイルに対応していない

スマートフォン ("Ducati キット　部品番号：
981029498" に付属するヘッドセットとペアリン
グできる場合でも)

警告
外的環境の特殊な状況に起因する干渉が起こっ

た場合には、Ducati キット (部品番号：981029498) で
はライダーヘルメットからパッセンジャーヘルメット
への再生音楽の共有機能を使用することができます
(詳しくは Ducati キット (部品番号：981029498) に付
属のヘッドセット取扱説明書を参照)。
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参考
Ducati キット (部品番号： 981029498) は、

Ducati 正規ディーラーまたはサービスセンターにてお
求めいただけます。
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Bluetooth デバイスのペアリングを行うには、まず設
定メニューに入ります。ボタン (1) および (2) で "BTH"
を選択してボタン (4) を押します。次に、ボタン (1) と
(2) で "PAIRING" (図 85) (枠が点滅) を選択し、ボタン
(4) を押します。

デバイス検索が開始され、インストルメントパネルに
“WAIT..” と表示されます(図 86)。近くにあるデバイス
を検出した時点でペアリングは自動的に終了します。

PAIRING” 機能中にデバイス検索を中止して前の画面に
戻りたい時は、ボタン (1) と (2) で “EXIT” を選択 (枠が
点滅) し、ボタン (4) を押すと終了することができま
す。
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図 85
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図 86
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検索が終了すると、速度の代わりに検出されたデバイ
ス数 (最大 20 台) が表示されます。
ボタン (1) および (2) を使って一覧内のデバイスをス
クロールさせ、ボタン (4) を押して希望のデバイスを
選択します。
識別された 2 台以上のデバイスが同じデバイス名を持
っている場合は、検出デバイス一覧には同じ名前のデ
バイスが 2 台以上表示されます。
検出されたデバイスにデバイス名が存在しない場合
は、検出デバイス一覧には表示されません。

参考
ペアリング中に検出されたデバイス一覧には、

Bluetooth ON 状態であってもすでにペアリングされ
ているデバイスは表示されません。

選択したデバイスをペアリングするには、ボタン (4)
を押します。すると “WAIT..” の文字が表示され、スマ
ートフォンやヘッドセットの場合は最大 30 秒、衛星
ナビゲーターの場合は最大 90 秒かかります。

一覧からデバイスをひとつ選択した時は、ユーザーは
接続したデバイスのタイプを指定する必要がありま
す。
ペアリングするデバイスを選択すると、デバイスの右
側に 4 つのアイコン (スマートフォン、ライダーイン

ターコム、パッセンジャーインターコム、ナビゲータ
ー) が現れます。
ユーザーは接続したデバイスのタイプを指定する必要
があります。ボタン (1)、(2) を押して該当するマーク
を点滅させ、ボタン (4) を押して決定します。
- スマートフォン   
- ライダーヘルメット (1)   
- パッセンジャーヘルメット (2)   
- ナビゲーター   

1
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図 87
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デバイスタイプを選択すると、ディスプレイに
“WAIT..” の文字が現れ、ペアリングされているデバイ
ス数が更新されます。

ペアリングデバイス一覧にすでに：
- 2 台のスマートフォンが存在する場合は電話アイ

コンを選ぶことはできませんので、別のスマート
フォンをペアリングすることはできません。

- 1 つのライダーヘルメットが存在する場合はライ
ダーヘルメットのアイコンを選ぶことはできませ
んので、別のライダーヘルメットをペアリングす
ることはできません。

- 1 つのパッセンジャーヘルメットが存在する場合
はパッセンジャーヘルメットのアイコンを選ぶこ
とはできませんので、別のパッセンジャーヘルメ
ットをペアリングすることはできません。

- 1 台のナビゲーターが存在する場合はナビゲータ
ーアイコンを選ぶことはできませんので、別のナ
ビゲーターをペアリングすることはできません。

スマートフォンをペアリングする場合、Bluetooth コ
ントロールユニットとのペアリング手順はスマートフ
ォンのポップアップから確定する必要があります。

ナビゲーターを接続する場合は、ナビゲーター本体側
で車両の Bluetooth コントロールユニットとの接続を
選択して接続プロセスを完了する必要があります。こ

の場合は、ペアリング中の Bluetooth 設定メニュー内
にナビゲーターアイコンが点滅します。Bluetooth コ
ントロールユニットとデバイス間の接続に成功した時
点で、アイコンは点滅を止めて点灯に切り替わりま
す。

参考
万一 90 秒以内にユーザーがナビゲーター側のペ

アリングを完了しない時は、インストルメントパネル
のペアリング画面が終了し、Bluetooth 設定メニュー
のメイン画面に戻ります。

ペアリングが完了すると "WAIT.." の文字が表示され、
その後接続されたデバイス名に代わります (完全なデ
バイス名が 1 回スクロール表示され、その後はデバイ
ス名の最初の数文字だけが表示されます)。デバイス
のペアリング後は、自動的に Bluetooth 設定メニュー
のメイン画面に戻ります。

ペアリング中にひとつのデバイスも検出できなかった
場合は、メニューに "NO DEV" の文字と数字のゼロが
表示されます。ペアリングされたデバイスが存在しな
いため、ペアリングデバイスタイプに該当するアイコ
ンは表示されません。
これらの表示は 3 秒間表示され、その後ボタン (1)、
(2) で “EXIT” または “PAIRING” (もう一度検索を行う場
合) を選択し、ボタン (4) で確定します。
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ペアリングは Bluetooth 設定メニューを終了するか、
検出されたデバイスの他に Bluetooth デバイスが存在
しないと終了します。

警告
以下のキットに付属しない Bluetooth 対応のナ

ビゲーターは、ドゥカティマルチメディアシステムに
正しく接続できない場合があります。
- Ducati Zumo 350 衛星ナビゲーターキット
- Ducati Zumo 390 衛星ナビゲーターキット
- Ducati Zumo 395 衛星ナビゲーターキット

参考
上記 Ducati キットは、Ducati 正規ディーラーま

たはサービスセンターにてお求めいただけます。
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ペアリングデバイスの削除
ここではペアリングデバイス一覧からペアリングデバ
イスを削除することができます。

Bluetooth 設定メニュー機能に入ると、ボタン (1) と
(2) を使用して、メニューに表示されている一覧から
削除したいデバイスを選択します。
デバイスを決定したら、ボタン (4) を押します。デバ
イスの削除を決定すると、インストルメントパネルは
"WAIT.." の文字を表示します。
削除が終了するとデバイスが一覧から削除され、自動
的にペアリングデバイス数が更新されます。そして、
“EXIT” が選択 (枠が点滅) されます。
一覧にデバイスが存在しない場合は、“NO DEV” の文字
が表示されます。

1

24

図 88
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インフォテインメント
本車両は、Bluetooth コントロールユニットを装備し
ている場合に限り、ドゥカティマルチメディアシステ
ム (DMS) を搭載することができます。DMS システムは
Bluetooth テクノロジー対応ヘッドフォンを用いて着
信通話のほか、音楽を聴いたり SMS 受信通知を受け取
ったりすることが可能です。
本モデル用の Bluetooth コントロールユニットは、
Ducati 正規ディーラーまたはサービスセンターでお買
い求めいただけます。

インストルメントパネルにはインフォテインメント機
能の状態、すなわち Bluetooth の起動および接続デバ
イス (スマートフォン、ヘッドセット、ナビゲーター)
を表示します。

Bluetooth が起動しているときは、メインスクリーン
に Bluetooth アイコンが表示されます。
またインフォテインメントの各機能は、専用メニュー
で確認することができます。
- 接続デバイス (A)
- プレーヤー (B)
- 携帯電話 (C)

2 1

A

C

B

図 89

107



Bluetooth が起動している場合は、Bluetooth アイコ
ンのほかに以下の接続デバイスについても表示しま
す。
1) Ducati ナビゲーター
2) ライダーヘルメットのヘッドセット
3) スマートフォン
4) パッセンジャーヘルメットのヘッドセット

デバイスは最大 4 台まで接続が可能です。

2 1
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図 90
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携帯電話
電話機能を用いて以下の操作が可能です。
- ボタン (1) およびボタン (2) を押して、着信を管理

します。
- 通話終了後 5 秒以内に、最後に通話していた番号

へかけ直すことができます (リコール機能)。

参考
機能ボタンで電話帳に登録されている氏名 / 電話

番号を選択して電話をかけることはできません。

着信が入ると、インストルメントパネルに着信マーク
と “CALL” の文字が点滅します。
着信を受けるにはボタン (2) を押します。着信を拒否
する時はボタン (1) を 2 秒間押します。
通話を終了するには、ボタン (1) を 2 秒間押し続けま
す。

参考
通話相手の名前や電話番号は表示されません。

着信時にプレーヤーが作動している場合は、通話中は
プレーヤーが一時停止になり、通話が終わると再開し
ます。

参考
別の通話中の時は、インストルメントパネルに

不在着信マークが表示されます。通話中の通話表示は
不在着信の表示より優先されます。

2 1
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通話終了後 5 秒間は、電話をかけ直すことができるリ
コール機能が有効になります。
リコール機能を使うには 5 秒以内にボタン (2) を押し
ます。
5 秒が過ぎると、リコール機能は解除されます。

2 1
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スマートフォンが車両に接続された瞬間から接続を切
断する瞬間までに応答しなかった着信がある場合は、
不在着信マークが表示されます。
不在着信の相手番号は表示されません。

スマートフォンが車両に接続された瞬間から接続を切
断する瞬間までに未読の SMS/MMS/EMAIL がある場
合は、未読メッセージのマークが表示されます。
未読メッセージ数は表示されません。

両方のマークが 3 秒間点滅し、インストルメントパネ
ルに 57 秒間点灯します。
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図 93
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プレーヤー
スマートフォンが接続されている時は、メニュー内に
"PLAYER" 機能が表示されます (“プレーヤー操作” をご
覧ください ページ 50)。
ボタン (1) またはボタン (2) でメニューの機能をスク
ロール表示し、PLAYER 機能を表示します。

プレーヤーが起動していない時、インストルメントパ
ネルは “PLAYER” の項目と "OFF" の文字を表示します
(図 94)。
プレーヤーを起動するには、ボタン (1) を 2 秒間押し
ます。

プレーヤーが起動している時は 、インストルメントパ
ネルはメニュー内に “PLAYER” の文字、曲名、プレー
ヤーグラフィックを表示します。フル曲名が右から左
に 1 回スクロール表示されたのち、最初の 6 文字が表
示されます (図 95)。
トラック名を表示できない場合は、曲名の代わりに
“NOT AVAILABLE” が表示されます (右から左に 1 回ス
クロール表示されたのち、最初の 6 文字が表示されま
す)。
ボタン (1) を 2 秒間押すとプレーヤーが停止します。
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参考
着信中、通話中、およびリコール中はプレーヤ

ー機能を起動することはできません。スマートフォン
の接続が解除された場合、プレーヤーはオフになりま
す。
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プレーヤーの作動中に "プレーヤー操作" (ページ 50) 機
能内にいる時は、ボタン (1)、(2)、ボタン (4) はプレ
ーヤー操作専用ボタンになります。
- 音量を上げる：ボタン (1) を 1 回押します。
- 音量を下げる：ボタン (2) を 1 回押します。
- 一時停止 / 再生：ボタン (4) を 2 秒間押します。
- 次の曲をスキップ：ボタン (4) を 1 回押します。

ボタンを押すごとに次の曲に移ります。

プレーヤーを ON の状態にしたままで、プレーヤー操
作から出るにはボタン (2) を 2 秒間押します。プレー
ヤー操作から出ると、
- プレーヤーと音量をインストルメントパネルから

操作することはできなくなります。
- ディスプレイの “プレーヤー操作” 機能内にトラッ

ク情報 (再生中、または一時停止) が表示されま
す。

- ボタン (1)、ボタン (2)、ボタン (4) は通常の機能に
戻ります。

プレーヤー操作に戻るには、メニュー内の “プレーヤ
ー操作” 機能に行き 3 秒間待つと、自動的にプレーヤ
ー操作に入ります。

プレーヤーを停止するには、メニュー内の “プレーヤ
ー操作” に行き、ボタン (1) を 2 秒間押します。イン
ストルメントパネルには “PLAYER” 表示と “OFF” の文

字が表示され、プレーヤーのグラフィックが消えま
す。
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メンテナンス表示 (SERVICE)
この表示は、Ducati 正規サービスセンターで車両のメ
ンテナンス (定期点検) を実施する必要があることをユ
ーザーに通知します。
メンテナンス表示のリセットは、メンテナンスを行う
Ducati 正規サービスセンターでのみ行うことができま
す。
定期点検には 3 つの種類があります。
- OIL SERVICE ZERO
- ANNUAL SERVICE
- DESMO SERVICE

図 97
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OIL SERVICE ゼロの表示
最初のメンテナンス表示は、OIL SERVICE ゼロを通知
します。オドメーターが最初の 1000 km (600 mi) に達
すると、Key-ON する度に 5 秒間表示されます。
メンテナンス表示は、"SERVICE" の文字、オイルマー
ク   、"OIL" の文字を Key-ON の度に 5 秒間点滅表示
します。5 秒後、"SERVICE" の文字、オイルマーク  
は点灯に移行します。Key-OFF するまで、もしくは
Ducati 正規サービスセンターでリセットされるまで点
灯し続けます。

図 98
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SERVICE DATE または DESMO SERVICE 表示
メンテナンスを必要とする走行距離に達すると、次の
うち必要なメンテナンスが表示されます。
- ANNUAL SERVICE
- DESMO SERVICE

Key-ON する度に “SERVICE” の文字と一緒に 5 秒間点
滅する表示には次のものがあります。アニュアルマー
ク    と “ANNUAL” の文字、またはデスモマーク   
と “DESMO” の文字。

5 秒を過ぎると、"SERVICE" の文字とアニュアルマーク
  、またはデスモマーク    が点灯に移行します。
Key-OFF するまで、もしくは Ducati 正規サービスセ
ンターでリセットされるまで点灯し続けます。

図 99
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SERVICE DATE または DESMO SERVICE カウ
ントダウン表示
OIL SERVICE ゼロ (1000 km - 600 mi) 表示の最初のリ
セットが行われた後、インストルメントパネルは Key-
ON ごとに以下を 5 秒間表示します。
- 次回の定期点検 ANNUAL SERVICE までの日数が

30 日を切ると、残りの日数をカウントします。
- 次回の定期点検 DESMO SERVICE までの走行距離

が 1,000 km (600 mi) を切ると、残りのキロ数 (マ
イル数) をカウントします。

図 101
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注意 / 警告 (Warning)
車両使用中にユーザーに有用な情報を提供するため、
インストルメントパネルは一連の注意/警告
(warnings) を管理します。
KEY-ON 時に警告が検知されると、インストルメント
パネルのディスプレイに警告が表示されます。
車両の通常作動時に警告が検知されると、インストル
メントパネルのディスプレイに警告が自動的に表示さ
れます。
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バッテリーレベル LOW (LOW BATTERY) インジ
ケーター
この機能は車両のバッテリー充電レベルが低下してい
ることを通知します。
バッテリー電圧が 11.0 V 以下になると表示されます。

参考
この場合、車両を始動できなるおそれがありま

すので、正規チャージャーで速やかにバッテリーを充
電してください。

図 103
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日付の入力
この「警告」が起動するときは、設定メニューから日
付を入力する必要があります ("日付設定" をご覧くだ
さい ページ 81)。インストルメントパネルは Key-ON
時に "INSERT" (A) と "DATE" (B) の文字を交互に 6 秒間
表示します。

BA

図 104
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エンジンの過熱
この機能は、エンジン温度が異常な高温に達したこと
を表示します。警告はエンジン温度が 200° C を超え
ると作動します。
- "HI" の文字が点滅
- 温度マークと設定されている表示単位 (°C または

°F) が点灯

参考
この警告が作動すると、エンジン温度データが

200° C 以下に戻るまでインストルメントパネルに時
計は表示されません。

参考
エンジン温度センサーにエラーが発生している

場合、またはインストルメントパネルがエンジン温度
データを受信できない場合は、点線 "- - -" が点滅表示
されます。

図 105
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エラー表示
インストルメントパネルは車両の不具合をリアルタイ
ムに識別するためにエラー信号を管理します。
車両の Key-ON 時にエラーが検知された場合、インス
トルメントパネルのディスプレイに MIL ランプ (A) (エ
ンジンコントロールユニットに直接関連するエラー)
もしくは一般的エラー警告灯 (B) (その他エラー全般) が
点灯します。
車両の通常作動時にエラーが検知されると、インスト
ルメントパネルには MIL ランプ (A) もしくは一般的エ
ラー警告灯 (B) が点灯します。

警告
ひとつ以上のエラーが表示される場合には、

Ducati 正規ディーラーまたはサービスセンターにお問
い合わせください。

図 106
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サイドスタンド表示
インストルメントパネルはスタンドの状態に関するデ
ータを受信し、サイドスタンドが下りている/開いて
いる場合には "SIDE STAND" アイコンをディスプレイ
に表示します。
サイドスタンドセンサーにエラーが発生した場合は、
インストルメントパネルにスタンドエクステンド/オ
ープンが表示され、MIL ランプ (ランプ 8、“インスト
ルメントパネル” 参照) が点灯します。
インストルメントパネルがサイドスタンドの状態に関
するデータを受信しない場合、スタンドが下りている/
開いている場合の "SIDE STAND" の表示が点滅し、不
明の状態を表します。 図 107
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ライトコントロール
ロービーム / ハイビームランプ (DRL 非搭載バー
ジョン)
Key-ON 時、ロービームランプおよびハイビームラン
プは消灯 (OFF) したままパーキングランプのみが点灯
します。
エンジンを始動するとロービームランプが自動的に点
灯します。ボタン (7) のポジション (B) と (A) でロービ
ームとハイビームの切り替えを行います。Key-ON し
た後にエンジンを始動しない場合でも、左側スイッチ
のボタン (7) をポジション (B) と (A) に押してロービー
ム/ハイビームランプを起動することができます。
ロービーム / ハイビームランプを手動で起動してから
60 秒以内にエンジンを始動しないと、ランプは再び
消灯 (OFF) します。

A
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B

図 108
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ロービーム / ハイビームランプ (DRL 搭載バージ
ョン)
Key-ON 時、ロービームランプおよびハイビームラン
プは消灯 (OFF) したままパーキングランプおよび DRL
のみが点灯します。
エンジンを始動した時、AUTO モードに設定されてお
りインストルメントパネルが外光の弱い状況 (NIGHT)
を検出した場合はロービームランプが自動的に点灯し
ます。一方、外光の強い状況 (DAY) を検出した場合に
は DRL が点灯を続け、ロービームランプは消灯した
ままになります。ボタン (5) を使用して、DRL とロー
ビームランプの切り替えが可能です。
ロービームランプが点灯した場合、ボタン (7) のポジ
ション (A) でハイビームランプも点灯することができ
ます。Key-ON した後にエンジンを始動しない場合で
も、左側スイッチのボタン (7) をポジション (B) と (A)
に押してロービーム/ハイビームランプを起動するこ
とができます。
ロービーム / ハイビームランプを手動で起動してから
60 秒以内にエンジンを始動しないと、ランプは再び
消灯 (OFF) します。

A
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B

図 109
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エンジン始動時のロービーム / ハイビームランプ
消灯 (DRL 非搭載バージョン)
車両のバッテリー充電状態を維持するため、ハイビー
ムランプ、ロービームランプが点灯 (ON) している場
合にはエンジン始動時にヘッドライトは自動的に消灯
します。エンジンが完全に始動した時点で再び点灯し
ます。

エンジン始動時のロービーム / ハイビームランプ
消灯 (DRL 搭載バージョン)
車両のバッテリー充電状態を維持するため、ハイビー
ムランプ、ロービームランプ、DRL のいずれかが点灯
(ON) している場合にはエンジン始動時にヘッドライ
トは自動的に消灯します。エンジンが完全に始動した
時点で再び点灯します。
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DRL (デイタイムランニングライト) — DRL 搭載
バージョンのみ
Key-On のたびに DRL が点灯します。左側スイッチに
あるボタン (5) を使用して、DRL を消灯することがで
きます。ボタン (5) をもう一度押すと、DRL は再び点
灯します。

参考
ボタン (5) が押されると、DRL は自動的に

MANUAL モードに設定されます。AUTO モードに戻す
には Key-OFF / Key-ON を実行するか、設定メニュー
の "DRL Auto / Manual モード設定" 機能から AUTO モ
ードに設定します。

ボタン (7、図 108) を押すと、ハイビームランプとロ
ービームランプが点灯し、DRL が消灯します。ランプ
ボタン (7、図 108) を離すと、DRL が再び自動的に点
灯します。

DRL AUTO モード
DRL がこのモードにある時、エンジン始動時にインス
トルメントパネルが外光が弱い状況 (NIGHT) を検出し
た場合は DRL が自動的に消灯し、ロービームランプが
点灯します。一方、インストルメントパネルが外光の
強い状況 (DAY) を検出した場合は、DRL が点灯し続
け、ロービームランプが消灯したままになります。こ
のモードでは、インストルメントパネルが検出した外

5

図 111

図 112
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光の明るさに応じて、DRL とロービームを自動的に切
り替えます。ディスプレイには緑色のロゴと "A" の文
字が表示されます。

警告
外光の弱い状況下、特に霧や曇りの時に DRL を

AUTO (自動) モードで使用すると、非常に危険な場合
があります。このような場合には、ロービームランプ
を自動で点灯するようにしてください。

DRL MANUAL モード
DRL がこのモードにある時は、エンジンを始動しても
DRL ステータスは変更されません。DRL を停止 / 点灯
するにはボタン (5) を押してください。ディスプレイ
には黄色のロゴと "M" の文字が表示されます。

警告
外光の特に弱い状況下 (暗闇) で DRL を使用する

と、運転中の視界を損なう危険だけでなく、対向車の
ドライバーの目をくらませるおそれがあります。

参考
日中であれば対向車のドライバーはロービーム

ランプに比べて DRL の方が知覚しやすいため、DRL の
日中の使用は視認性を高めます。
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ターンインジケーター
インストルメントパネルはターンインジケーターの手
動、または自動リターンを行います。

手動解除：
2 つのうち、どちらかのターンインジケーターを点け
た後、左側スイッチにあるボタン (4) で解除すること
ができます。

自動解除：
車両速度、リーンアングル、車両の動的制御の分析か
ら右左折の動作の終了を感知して、ターンインジケー
ターが自動的に消灯します。

自動解除機能は、次の方法で作動します。
- 車両速度 20 km/h (12.4 mph) 以下で走行中、ター

ンインジケーターが作動したままかなりの距離を
走行している場合、ターンインジケーターが自動
的に消灯します。消灯するまでの距離は、ターン
インジケーターボタンが操作された時の車両速度
に応じて、200～2,000 メートル (656～6,562 フ
ィート) までの範囲で変化します。

- 車両速度が 20 km/h (12.4 mph) を超えている時
は、ストラテジーにはリーン角も考慮されます。

ターンインジケーターの作動中、ターンインジケータ
ーを作動させようとしてターンインジケーターボタン
を再び押すと、自動解除機能は再度初期化されます。

自動解除システムは設定メニューの専用メニューから
停止することができます。("ターンインジケーター自
動解除の操作" ページ 95)。

警告
自動解除システムは、ライダーがターンインジケ

ーターをより快適に操作できるように助ける、ライダ
ー支援システムです。こうしたシステムは、ほとんど
の運転において動作するように開発されていますが、
ライダー自身がターンインジケーターの動作に注意を
払わなくてよくなる機能ではありません (必要に応じ
て手動で作動/停止）。

4

図 113
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ハザード機能 (ターンインジケーターすべて点
滅)
"ハザード" 機能は、非常事態を知らせるために 4 つの
ターンインジケーターすべてを同時に起動します。ボ
タン (6) を押して "ハザード" 機能を作動することがで
きます。車両が起動している場合にのみ、この機能を
起動することができます (エンジンの起動/停止状態に
関係なく、キーが "ON" の位置にある時)。"ハザード"
機能の作動中は、4 つのターンインジケーターおよび
インストルメントパネルのランプが同時に点滅しま
す。"ハザード" 機能は、車両が起動している状態 (キ
ーを "ON" 位置に回す) でも車両が停止している状態
(キーを "OFF" 位置に回す) でも、ボタン (6) を押して
解除することができます。
"ハザード" 機能は、車両が起動している状態 (キーが
"ON" の位置) でボタン (6) を押すと解除することがで
きます。

"ハザード" 機能を起動している状態で車両を停止 (キ
ーが "OFF" の位置) すると、バッテリー電圧が 12.2 V
以上では作動したままになります。バッテリー電圧が
12.2 V を下回るとバッテリー充電状態を維持するため
にターンインジケーターは自動的に消灯します。

参考
"ハザード" 機能の作動中に車両を Key-ON した場

合、ハザード機能は作動し続けます (ただし、インス
トルメントパネルの初期点検中にハザード機能が一時
的に中断される場合があります)。

参考
パーキング機能作動中に突然バッテリーからの

電源が遮断された場合、電源回復時にインストルメン
トパネルは機能を停止します。

6
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参考
"ハザード" 機能は、ターンインジケーターの通

常機能より優先されます。そのため、"ハザード" 機能
が作動している場合は左右インジケーターを個別に起
動することはできません。
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イモビライザーシステム
盗難防止機能を高めるため、車両にはエンジンをブロ
ックする電子システム (イモビライザー) が装備されて
おり、インストルメントパネルを消す度に自動的に起
動します。
各キーには電子装置が内蔵されており、スイッチ内に
組み込まれた特殊アンテナが起動時に発する信号を変
調します。
変調された信号は起動毎に異なる "パスワード" から構
成され、これによりコントロールユニットはキーを識
別します。正常に識別された場合のみエンジンを始動
させることができます。
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キー
車両には 2 個のキーが付属しています。
キーには "イモビライザーシステムの暗号" が含まれて
います。
キー (B) は通常時に使用し、以下の操作に必要です。
- 起動
- フィラープラグの開閉
- シートロックの解除

警告
キーは別々に保管し、車両を使用する際は 2 本

のキーのどちらか一方を使用してください。

B

図 115
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動作値
キースイッチを ON から OFF に回す度にプロテクショ
ンシステムのエンジンブロックが起動します。
それでもなおエンジンを始動できない場合には、
Ducati アシスタンスネットワークにお問い合わせくだ
さい。

警告
強い衝撃を受けるとキー内部の電子部品が破損

するおそれがあります。作業中は常に同じキーを使用
してください。異なるキーを使用した場合、挿入した
キーの暗号をシステムが識別できない場合があります。
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キーの複製
追加のキーが必要な場合は、Ducati アシスタンスネッ
トワークにご連絡ください。その際、お手持ちのすべ
てのキーをお持ちいただく必要があります。
Ducati アシスタンスネットワークでは新しいキーとお
手持ちのキーすべての登録を行います。
Ducati アシスタンスネットワークではお客様に車両の
所有者確認をさせていただく場合があります。
登録作業中に提示されなかったキーの暗号はメモリー
から削除されます。これは、紛失したキーでエンジン
を始動できなくするためです。

参考
車両の所有者を変更した場合は、必ず新規所有

者にすべてのキーを譲渡してください。
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PIN CODE による車両の解除
キー認識システムの不具合、またはキーの不具合の場
合、車両ブロックの一時解除のため PIN CODE の入力
ができるようになります。

PIN CODE 機能が有効な場合は、インストルメントパ
ネルはロック解除のコードを入力できるようにしま
す。すなわち、“PIN” の表示と 4 本の破線 “- - - -” (1 桁目
の破線が点滅) が現れます。

1
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コードの入力
1) ボタン (2) を押す度に数字が "9" までひとつずつ大

きくなり (+1) 、その後 "0" に戻ります。
2) ボタン (1) を押す度に数字が "0" までひとつずつ小

さくなり (-1)、その後 "9" に戻ります。
3) ボタン (4) を押して数字を決定し、次の数字に移

動します。次の桁には “0” が点滅します。
4) 2) と 3) の手順を繰り返し、PIN CODE の 4 桁すべ

ての数字を決定します。

ボタン (4) を押して最後の桁の数字を決定すると (A)、
- PIN CODE が正しくない場合、インストルメント

パネルは “PIN” と "WRONG" を 3 秒間点滅表示し
ます (B)。3 秒後、“PIN” と 4 本の破線 “- - - -” (1 桁目
の破線が点滅) を表示します。もう一度 PIN CODE
を入力してください。

- PIN CODE の検証中に問題が発生した場合は、イ
ンストルメントパネルに "ERROR" が 3 秒間表示さ
れ、その後 "WRONG" が表示される場合と同じに
なります。

- PIN CODE が正しい場合は、インストルメントパ
ネルは “PIN” と “OK” を 3 秒間点滅表示し (C)、そ
の後メイン画面に戻ります。

PIN CODE 入力画面で 2 分間操作を行わないと、イン
ストルメントパネルは “TIME” と “OUT” の文字を 3 秒
間点滅表示し、その後自動的にオフになります。

A
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重要
車両を起動するために上記のプロセスを踏まな

ければならない時は、早めに Ducati 正規サービスセ
ンターにご連絡ください。
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運転時に必要なコマンド

コマンド類の配置
警告
この章では車両を運転する上で必要なすべての

コマンド機能と配置を詳しく説明しています。コマン
ドを使用する前によくお読みください。

1) インストルメントパネル
2) イグニッションスイッチ / ステアリングロック
3) 左側スイッチ
4) クラッチレバー
5) リアブレーキペダル
6) 右側スイッチ
7) スロットルグリップ
8) フロントブレーキレバー
9) ギアチェンジペダル
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イグニッションスイッチ / ステアリングロ
ック
燃料タンクの前にあり、4 つのポジションがあります。

A)   ：エンジンおよびランプを ON にする
B)   ：エンジンおよびランプを OFF にする
C)   ：ステアリングロック状態

警告
キーをポジション (C) に合わせるには、キーを押

しながらポジション (A)、(B) を超えて回します。ポジ
ション (A)、(B)、(C) の位置でキーを抜くことができま
す。

B A

C
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ハンドルバー左側スイッチ
1a. ディマースイッチ、ビームの選択、2 ポジション：
— ポジション    = ロービームランプ点灯 (A)
— ポジション    = ハイビームランプ点灯 (B)
1b. ボタン    = フラッシャー (FLASH) およびインス
トルメントパネルコントロール (E)

2.メニューブラウズボタン、2 ポジション：ディマー
スイッチ、ライト選択スイッチ、2 ポジション：
— 位置   ：UP (C)
— 位置   ：DOWN (D)

3.ボタン    = 警告ホーン

4. 3 ポジション、ターンインジケーターボタン   ：
— 中央 ＝ OFF
— ボタン    = 左折
— ボタン    = 右折
ターンインジケーターを解除するには、コントロール
レバー中央に戻ってから押します。
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クラッチレバー
レバー (1) でクラッチの接続を操作します。レバー (1)
を操作すると、エンジンの回転がトランスミッション
および駆動輪に伝わらなくなります。クラッチの適切
な操作は、スムーズなライディング、特に発進時に重
要です。

重要
クラッチレバーを正しく操作することで、トラ

ンスミッションの損傷を避け、エンジンの寿命を延ば
すことができます。

参考
サイドスタンドを下ろし、ギアがニュートラル

の状態でエンジンを始動することができます。ギアが
入った状態で始動する時は、クラッチレバーを引いた
状態で行ってください (この時サイドスタンドは上が
っていなければなりません)。

1
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ノブ (2) を時計方向 / 反時計方向に回すと、レバー (1)
とグリップとの距離を調節できます。

警告
これらのコマンドを使用する前に "車両の起動お

よび走行" に記載されている内容をお読みください。

警告
クラッチおよびブレーキレバーの調整は停車時

に行ってください。

警告
磨耗によるクラッチのすべりがある場合は、上

記のようにレバーのアジャスター (2) を絶対に緩めな
いでください。この場合はアジャスターを締めてくだ
さい。
すべりが続く場合は、Ducati 正規ディーラーまたはサ
ービスセンターにお問い合わせください。
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ハンドルバー右側スイッチ
1) 赤色スイッチ　ON / OFF
2) DRL 起動 / 解除ボタン (中国、カナダ、日本バージ
ョンには装備されません)
3) ハザード起動 / 解除ボタン

スイッチ (1) には 3 つのポジションがあります。

A) この位置を使用する機能はありません。
B) 起動この位置で車両を起動 (Key-ON) できます。
C) 非常停止この位置で緊急時にエンジンを停止 (Key-
OFF) します。
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スロットルグリップ
ハンドルバー右側のスロットルグリップ (1) は、スロ
ットルボディのバルブ開閉を制御します。グリップを
離すと、自動的に元の位置 (アイドリング状態) に戻り
ます。

1
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フロントブレーキレバー
レバー (1) をスロットルグリップの方向へ引くと、フ
ロントブレーキがかかります。このレバーは油圧で作
動するため、軽く握るだけで作動します。この機種に
は調整用つまみ (2) が搭載されているため、レバーと
グリップとの間隔を調整することができます。

レバーを調節してレバー (1) とグリップの距離を変更
するには、レバー (1) を完全に放した状態でノブ (2) を
時計方向 / 反時計方向に回します。

警告
これらのコマンドを使用する前に "車両の起動お

よび走行" に記載されている内容をお読みください。

警告
フロントブレーキレバーの調整は停車時に行っ

てください。

1 2
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リアブレーキペダル
リアブレーキ (1) をかけるには、ペダルを足で下に押
してください。
制御システムは油圧式です。

1
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ギアチェンジペダル
ギアチェンジペダルは中央のニュートラルポジション
N に自動的に戻ります。 ニュートラルポジションであ
ることはインストルメントパネルのランプ N で表示さ
れます。
ペダルは次のように動かせます。
- 下へ＝シフトダウンおよび 1 速へのチェンジは、

ペダルを下に押します。この時、インストルメン
トパネルのランプ N が消えます。

- 上へ ＝ ペダルを上へ上げることで、2 速から順次
3 速、 4 速、 5 速、 6 速へとチェンジします。

一回の操作が一速分のチェンジに相当します。 図 129
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ギアチェンジペダルとリアブレーキペダル
の調整
ギアチェンジペダルとリアブレーキペダルのポジショ
ンは、ライダーのライディングスタイルとフットペグ
の位置に合わせて調整することができます。
これらの調整は以下の手順で行ってください。

ギアチェンジペダル
ロッド (1) を固定しながら、ロックナット (2) と (3) を
緩めます。

参考
ナット (2) は、逆ネジになっています。

ギアチェンジペダルを好みの位置に定めながら、スパ
ナでロッド (1) の六角部分を回します。ロッドに両ロ
ックナットを締め付けます。

2 1 3
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リアブレーキペダル
ナット (4) を緩めます。
ペダルが好みの位置になるまで、調整スクリュー (5)
を回します。ロックナット (4) を締め付けます。
ペダルを手で押しながら、ブレーキがかかり始めるま
でに約 1.5～2 mm の遊びがあるかを確認します。上記
のような遊びが確認できない場合は、以下の記載に従
いマスターシリンダーのロッドの長さを調整します。
マスターシリンダーのロッドのロックナット (6) を緩
めます。
ロッド (7) をフォーク (8) に締め込むと遊びが増加し、
緩めると遊びが減少します。
ロックナット (6) を締め付け、再度遊びを点検します。
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主要構成部品 / 装備

車両上の配置
1) フィラープラグ
2) シートロック
3) サイドスタンド
4) リアビューミラー
5) リアショックアブソーバーアジャスター。
6) 触媒コンバーター
7) エキゾーストサイレンサー
8) チェーンテンショナーアジャスター (両側)
9) フォークアジャスター
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燃料フィラープラグ
開け方
鍵穴にキーを挿入します。
キーを時計回りに 1/4 回転させ、ロックを解除します。
プラグ (1) を後ろ側に起こします。

閉じ方
キーを挿入してプラグ (1) を閉じ、プラグを押します。
キーを反時計回りに元の位置まで回し、抜き取りま
す。

参考
キーが挿入された状態でのみキャップを閉める

ことが可能です。

警告
燃料補給後は、必ずキャップが確実に閉じてい

ることを確認してください。

1
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シートロック
開け方
スプラッシュガード下にある鍵穴にキー (1) を差し込
み、反時計回りに最後まで回します。ピンが外れやす
いように、シートのラッチ付近を下に押します。
シート (2) を後ろに引っ張りながらフロントリテーナ
ーから抜き取ります。

警告
シートロックにキーを差し込む時は、エキゾー

ストシステムに体が触れないように注意してください。
エキゾーストシステムは、エンジンを停めた後も長時
間熱い状態が続きます。

閉じ方
すべての部品がシート下に正しく配置され、固定され
ていることを確認します。
シート底部の前端部 (A) をフレームマウントの取り付
け位置 (B) の下に挿入します。
カチッと音がしてロックされるまでシート (2) の最後
部を押します。
シートがフレームにしっかりと固定されたことを確認
し、鍵穴からキー (1) を抜きます。

1
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サイドスタンド
重要
短時間停車する場合に限り、サイドスタンドを

使用して車両を支えます。サイドスタンドを使用する
前に、地面に十分な固さがあり平らであるかを確かめ
てください。

柔らかい地面、砂利、日光で柔らかくなったアスファ
ルト等に駐車すると、車両転倒の原因となります。傾
斜面に停車する場合は、必ずリアホイールを斜面下側
にして駐車してください。
サイドスタンドを使用するには、ハンドルバーを両手
で掴み、車体を支えながら、スタンドのフック (1) を
足でいっぱいに押します。次に、スタンドがしっかり
と地面に着くまで、車体を徐々に傾けます。
サイドスタンドを元の位置　(水平位置)　に戻すには、
車両を右側に傾けながら、足でスタンドのアーム (1)
を持ち上げます。
サイドスタンドのジョイント部の円滑な動作を維持す
るには、汚れをきれいに取り除いた後、摩擦が起きる
部分すべてにグリース SHELL Alvania R3 を塗布しま
す。

警告
サイドスタンド使用時には、車両にまたがらな

いでください。

参考
定期的にスタンド (内側と外側 2 つのスプリング

の状態) と安全センサー (2) の作動を点検することをお
勧めします。
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フロントフォーク調整
フロントフォークの調整 (SCRAMBLER 1100
PRO)
車両のフォークは、リバウンドダンピング (リターン)、
コンプレッションダンピング、およびスプリングプリ
ロードの調整が可能です。
調整はアジャスターを使用して行います。
- リバウンドダンピング調整 (1) (右レッグ)
- コンプレッションダンピング調整 (2) (左レッグ)
- スプリングプリロード調整 (3)

車両をサイドスタンドで支え、安定した場所に駐車し
ます。
リバウンドダンピングを調整するには、左フォークレ
ッグの先端にあるアジャスター (1) をマイナスドライ
バーで回します。
コンプレッションダンピングを調整するには、右フォ
ークレッグの先端にあるアジャスター (2) をマイナス
ドライバーで回します。

アジャスタースクリュー (1)、アジャスタースクリュー
(2) を回し、ダンピングを調整します。
スクリューを完全に締め付けると、リバウンドダウン
ピング (1) またはコンプレッションダンピング (2) が最
大になります。反対側に回すと、リバウンドダウンピ
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ング (1)、コンプレッションダンピング (2) が小さくな
ります。
各レッグのスプリングプリロードを調整するには、六
角形のアジャスター (3) をすべて開いた位置から六角
レンチで回します (時計回り)。

標準設定
- リバウンド：すべて閉じた位置から 2 クリック開く
- コンプレッション：すべて閉じた位置から 2 クリック
開く
- プリロード：5 mm (0.19 in)。

警告
アジャスターは両方のレッグで同じ位置に調整

してください。
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フロントフォークの調整 (SCRAMBLER 1100
SPORT PRO)
車両のフォークは、リバウンドダンピング (リターン)、
コンプレッションダンピング、およびスプリングプリ
ロードの調整が可能です。
調整は外部アジャスタースクリューを使用して行いま
す。
- リバウンドダンピング調整 (1) (右レッグ)
- コンプレッションダンピング調整 (2) (左レッグ)
- スプリングプリロード調整 (3)

車両をサイドスタンドで支え、安定した場所に駐車し
ます。
リバウンドダンピングを調整するには、右フォークレ
ッグの先端にあるアジャスター (1) を六角レンチで回
します。
コンプレッションダンピングを調整するには、左フォ
ークレッグの先端にあるアジャスター (2) を六角レン
チで回します。

アジャスタースクリュー (1)、アジャスタースクリュー
(2) を回し、ダンピングを調整します。
スクリューを完全に締め付けると、リバウンドダウン
ピング (1) またはコンプレッションダンピング (2) が最
大になります。
反対側に回すと、リバウンドダウンピング (1)、コン
プレッションダンピング (2) が小さくなります。
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各レッグのスプリングプリロードを調整するには、六
角形のアジャスター (3) をすべて開いた位置から六角
レンチで回します (時計回り)。

標準設定
- リバウンド：すべて閉じた位置から 16 クリック開く
- コンプレッション：すべて閉じた位置から 18 クリッ
ク開く
- プリロード：3 mm (0.12 in)。

警告
アジャスターは両方のレッグで同じ位置に調整

してください。
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リアショックアブソーバーの調整
SCRAMBLER 1100 PRO
KAYABA 製モノショックアブソーバー
リアショックアブソーバーは荷重に合わせてバランス
を調整できるようアジャスターを装備しています。
モノショックアブソーバー下部にあるアジャスター (1)
はリバウンドダンピングを調整します。
リングナット (3) はショックアブソーバーのスプリン
グプリロードを調整します。スプリングプリロードを
変更するには、上部固定リングナットを緩めます。下
部リングナットを締める、または緩めることでプリロ
ードの強弱を調整します。希望のプリロードに調整し
たら、上部固定リングナットを締め付けます。

標準設定
リバウンド：すべて閉じた位置から 3 クリック
スプリングプリロード：11 mm (0.43 in)
軸間距離：305 mm (12.01 in)。

警告
ショックアブソーバーには高圧のガスが充填さ

れています。未経験者による分解作業は重大な損傷の
原因となる恐れがあります。

警告
パッセンジャーと荷物を載せる場合は、リアシ

ョックアブソーバーのスプリングプリロードを 3 回転
上げます。これによりハンドリングを向上させ、車両
が地面に接触するのを防ぎます。この場合、リバウン
ドダンピングの再調整が必要になることがあります。
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警告
プリロードアジャスターを回すにはピンレンチ

を使用します。作動中にリングナットのすき間にレン
チのソケット部分が急に落ちた場合に車両の他の部品
に手を強くぶつけてケガをしないよう十分注意してく
ださい。
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SCRAMBLER 1100 SPORT PRO
OHLINS 製モノショックアブソーバー
リアショックアブソーバーは荷重に合わせてバランス
を調整できるようアジャスターを装備しています。
モノショックアブソーバー下部にあるアジャスター (1)
はリバウンドダンピングを調整します。
リングナット (3) はショックアブソーバーのスプリン
グプリロードを調整します。スプリングプリロードを
変更するには、上部固定リングナットを緩めます。下
部リングナットを締める、または緩めることでプリロ
ードの強弱を調整します。希望のプリロードに調整し
たら、上部固定リングナットを締め付けます。

標準設定
リバウンド：すべて閉じた位置から 12 クリック
スプリングプリロード：10 mm (0.39 in)
軸間距離：305 mm (12.01 in)。

警告
ショックアブソーバーには高圧のガスが充填さ

れています。未経験者による分解作業は重大な損傷の
原因となる恐れがあります。

警告
パッセンジャーと荷物を載せる場合は、リアシ

ョックアブソーバーのスプリングプリロードを 3 回転
上げます。これによりハンドリングを向上させ、車両
が地面に接触するのを防ぎます。この場合、リバウン
ドダンピングの再調整が必要になることがあります。
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警告
プリロードアジャスターを回すにはピンレンチ

を使用します。作動中にリングナットのすき間にレン
チのソケット部分が急に落ちた場合に車両の他の部品
に手を強くぶつけてケガをしないよう十分注意してく
ださい。
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運転の方法

慣らし運転の方法
エンジン最高許容回転数
慣らし運転期間中および通常使用においてのエンジン
最高許容回転数：
1) 1,000 km (621 mi) まで
2) 1,000 km (621 mi) ～ 2,500 km (1,553 mi)

1,000 km (621 mi) まで
最初の 1,000 km まではタコメーターに注意し、5,500
～6,000 rpm を決して超えないようにしてください。
最初の数時間は、規定回転数の範囲内でエンジン負荷
と回転数を色々変えて走行することをお勧めします。
エンジン、ブレーキ、サスペンションのより効果的な
慣らしには、カーブが多く起伏に富んだ場所を走行す
ることが理想的です。
最初の 100 km (62 mi) は、ブレーキディスクにパッド
をよく慣らすために、優しくブレーキをかけ、急なブ
レーキングや長いブレーキングは避けてください。
すべての機械部分を互いに馴染ませるため、またエン
ジンの主要部分の寿命に悪影響を及ぼさないために、

急な加速や、特に上り坂での長時間にわたるエンジン
高回転は避けてください。
定期的にチェーンを点検し、必要であれば潤滑してく
ださい。

1,000 km (621 mi) ～ 2,500 km (1,553 mi)
1,000 km (621 mi) ～ 2,500 km (1,553 mi) までは、エ
ンジンからよりパワーを引き出すことは可能ですが、
7,000 rpm を決して超えないようにしてください。
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重要
慣らし運転期間は、保証書に指定されている点

検、整備を必ず受けてください。この条件が遵守され
なかった結果としてのエンジンの損傷や寿命の短縮に
ついては、Ducati モーターホールディング社はいかな
る責任も負うものではありません。

慣らし運転の方法を守ることでエンジンの寿命を延ば
し、調整やオーバーホールの回数を抑えることができ
ます。
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走行前の点検事項
警告
走行前にこれらの点検を怠ると、車両に損傷を

与え、ライダーやパッセンジャーを危険に晒すおそれ
があります。

走行前に以下の点検を実施してください。
- タンク内の燃料量

タンク内の燃料の残量を確認します。必要であれ
ば給油してください (“燃料の補給” をご覧くださ
い)。

- エンジンオイル量
点検窓からオイルパン内のレベルを点検します。
必要であれば補充してください (“エンジンオイル
レベルの点検” をご覧ください)。

- ブレーキフルード
各フルードタンクのフルードレベルを点検してく
ださい (”ブレーキ/クラッチフルードレベルの点検
“ をご覧ください)。

- タイヤコンディション
タイヤ空気圧と摩耗度を点検します (“チューブレ
スタイヤ” をご覧ください)。

- コマンド機能

ブレーキ、クラッチ、スロットルグリップ、ギア
チェンジレバーまたはペダルを作動させて機能を
確認します。

- ランプ類、インジケーター
ランプ、インジケーター、警告ホーンが正しく機
能するかを確認します。電球が切れている場合に
は交換してください (”ヘッドライト電球の交換
“ をご覧ください)。

- ロック類
フィラープラグのロックを点検します (”燃料フィ
ラープラグ“ をご覧ください)。

- サイドスタンド
サイドスタンドがスムーズに作動し、適切な位置
にあるかを確認します (”サイドスタンド“ をご覧
ください)。
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ABS ランプ
Key-ON 後も ABS ランプは点灯し続けます。
走行速度が 5 km/h を越えた時点でランプが消灯する
場合は、ABS システムが正常に作動していることを示
します。

警告
異常が見つかった場合は車両の使用を中止し、

Ducati 正規ディーラーまたはサービスセンターにご連
絡ください。

図 145
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ABS 装置
フロントフォニックホイール (1) とリアフォニックホ
イール (2) が汚れていないことを確認します。

警告
汚れなどが付着して読み取り窓が詰まっている

と、システムが正常に機能しないおそれがあります。
泥道を走行する時には ABS システムがうまく機能しな
い場合があります。システムを OFF にしておくことを
お勧めします。

警告
ウィリー走行を長く続けると、ABS システムが停

止してしまうおそれがあります。
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エンジンの始動
警告
エンジンを始動する前に、運転に必要なコマン

ド類の取り扱いに十分慣れておいてください。

警告
屋内では絶対にエンジンをかけないでください。

排出ガスは有毒です。短時間で意識を失ったり、さら
には死に至る危険性があります。

イグニッションキーを (1、 図 148) の位置に回します。
インストルメントパネルの緑のランプ N と赤のランプ
   が点灯していることを確認してください。

重要
オイル圧警告ランプはエンジンを始動してから

数秒後に消えなければなりません。

1

図 148
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警告
サイドスタンドが完全に上げられて (水平) いない

場合は、安全センサーが作動してエンジンを始動する
ことはできません。

参考
サイドスタンドを下ろし、ギアがニュートラル

の状態でエンジンを始動させることができます。また
は、ギアが入った状態で始動する時は、クラッチレバ
ーを引いたままの状態で始動させてください(この時
サイドスタンドは上がっていなければなりません)。

非常用起動 / 停止スイッチ (2) がポジション (A)   
(RUN) にあることを確認してください。
スイッチ (2) を下 (B) に押して放します。
スロットルコントロールを操作せず、車両が自然に起
動するまで待ちます。

参考
バッテリーが上がっている場合、システムは自

動的にスターターモーターの起動を停止します。

重要
エンジン冷間時は回転数を上げすぎないでくだ

さい。潤滑が必要なすべての部分にオイルを行き渡ら
せるために、エンジンが温まるまで待ってください。

2A
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車両の発進
1) クラッチレバーを引いてクラッチを切ります。
2) ギアチェンジペダルをつま先でしっかりと押し下

げてギアを 1 速に入れます。
3) スロットルグリップを回してエンジンの回転数を

上げ、同時にクラッチレバーを徐々に放していく
と、車両は発進し始めます。

4) クラッチレバーを完全に放し、エンジンの回転数
を上げます。

5) シフトアップするには、スロットルを戻してエン
ジン回転を落とします。クラッチを切り、ギアチ
ェンジペダルを上げ、クラッチをつなぎます。

シフトダウンは次のように行います。スロットルグリ
ップを放し、クラッチレバーを引いてから、ギアを同
調させやすくするためにエンジンを軽くふかしてシフ
トダウンし、クラッチレバーを放します。
これらの操作は適切に素早く行ってください。上り坂
を走行する際には、車速が落ちてきたら直ちにシフト
ダウンし、車両への異常なストレスやエンジンのノッ
キングを避けてください。

警告
急な加速操作は、オーバーフローやトランスミ

ッション機構のスナッチングを招くおそれがあります
ので避けてください。走行中にクラッチレバーを引い
た状態が続くと、摩擦機構の過熱や異常な摩耗を引き
起こすおそれがありますので避けてください。

警告
ウィリー走行を長く続けると、ABS システムが停

止してしまうおそれがあります。
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ブレーキ操作
時間に余裕を持って減速し、シフトダウンしてエンジ
ンブレーキを使用し、両方のブレーキを操作してブレ
ーキをかけます。車両が停止する前にクラッチを握
り、エンジンが急に切れないようにします。

ABS システム
困難な条件下でのブレーキ操作は、非常に慎重に行わ
なければなりません。ブレーキ操作は二輪車の運転で
最も難しく危険な瞬間です。ブレーキ操作中に転んだ
り事故を起こす可能性が統計的に最も高くなっていま
す。フロントホイールがロックされると、グリップに
よるバランス力を失うため車両のコントロールを失い
ます。
アンチロックブレーキシステム (ABS) は、緊急時や悪
路、悪天候下での走行時にブレーキ性能を最も効果的
に発揮させるために開発されたものです。
ABS は電子制御油圧システムです。ホイールがロック
しそうになると、ホイールのセンサーからコントロー
ルユニットに信号が送られ、ブレーキ回路内の油圧を
制御します。
一時的に油圧が下がることで、タイヤは理想的なグリ
ップを維持したまま回転を続けることができます。コ
ントロールユニットはブレーキ回路内の油圧を再び上
げてブレーキを作動させます。ホイールロックのリス

クが完全になくなるまでこのサイクルを繰り返しま
す。
ブレーキング時 ABS が作動状態に入ると、ブレーキ
レバーとブレーキペダルに軽く振動する抵抗が感じら
れます。
フロントとリアブレーキのコントロールシステムはそ
れぞれ独立していますので、ABS もフロントとリアブ
レーキに同時に作動するわけではありません。

172



車両の停止
スロットルグリップを緩めると、車両は徐々にスピー
ドを落とし始めます。
シフトダウンしながら 1 速まで落とし、最後にニュー
トラルに入れます。
ブレーキをかけると、車両を完全に停止することがで
きます。
エンジンを停止するには、キーを (2) の位置に回しま
す。

重要
エレクトリカル部品の破損を防ぐため、エンジ

ンを切った状態でキーを ON、(1) の位置のまま放置し
ないでください。

2 1

図 151
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パーキング
停止車両をサイドスタンドで支えて駐車します。盗難
防止のため、ハンドルを左に振りきり、キーを (3) の
位置に回します。車両をガレージやその他の建物内に
駐車する際には、換気が充分され、車両の近くに熱源
が無いことを確認してください。

警告
エンジン停止後でもエキゾーストユニットは高

温の場合があります。身体が触れないよう十分注意
し、車両を木材や木の葉などの可燃物のそばに駐車し
ないようにしてください。

警告
発進を妨げるタイプの盗難防止用ロック (ディス

クロック、リアスプロケットロック等) は大変危険で
す。車両の機能だけでなく、ライダーとパッセンジャ
ーの安全をも損なうおそれがあります。

3

図 152
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燃料の補給
給油の際、燃料の入れすぎに注意してください。燃料
レベルはフィラープラグ (1) が収まる給油口より低く
なければなりません。

警告
極端な場合には、キャップを開ける時にタンク内の圧
力によって燃料が噴き出る可能性があります。
キャップを開ける時は十分注意して、ゆっくりと開け
るようにしてください。
キャップを開けている時にシューという音が聞こえた
ら、音が聞こえなくなるのを待ってからキャップを完
全に開けてください。
このノイズは燃料タンク内の圧力が外に逃げている時
に鳴る音です。音がしなくなったということは、残っ
ていた圧力が完全に外へ逃げたことを意味します。
上記のような状況は、特に暑い気候の時に起こりやす
くなります。

警告
オクタン価が 95 以上の鉛含有量の低い燃料を使

用してください。

1
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警告
この車両にはエタノール含量が 10% 以下の燃料

(E10) のみ使用することができます。
エタノール含量が 10% 以上のガソリンを使用するこ
とは禁じられています。こうした燃料を使用するとエ
ンジンや車両の部品に重大な損傷をきたす恐れがあり
ます。エタノール含量が 10% 以上のガソリンを使用
した場合は保証の対象外になります。
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付属アクセサリー
シート下にはツールキット (1) が装備されています。
ツールキットに含まれる内容は以下の通りです。
- ドライバー
- ドライバーのハンドル
- ヒューズ用ピンセット
- 六角レンチ 3 mm (0.11 in)
- 六角レンチ 4 mm (0.16 in)
- パイプレンチ用ハンドル
- スパークプラグ用パイプレンチ

このスペースで作業を行うには、"シートの取り外し"
の記載に従ってシートを取り外す必要があります。

1

図 155

図 156
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主な整備作業とメンテナンス

ブレーキフルードレベルの点検
フルードレベルは各リザーバータンクの MIN 目盛りを
絶対に下回らないようにしてください。(図 157) はフ
ロントブレーキフルードのリザーバータンク、
(図 158) はリアブレーキフルードのリザーバータンク
です。
フルードレベルが下がりすぎると、回路内にエアが混
入し、システムの作動に悪影響を及ぼします。
また、保証書内の定期点検表で指定されているブレー
キ/クラッチフルード補充および交換は、Ducati 正規
ディーラーまたはサービスセンターにお問い合わせく
ださい。

ブレーキシステム
ブレーキパッドが磨耗していないのにブレーキレバ
ー、ブレーキペダルに過度の遊びがある場合は、
Ducati 正規ディーラーまたはサービスセンターにご連
絡いただき、システムの点検とエア抜きを行ってくだ
さい。

MIN

図 157

MAX

図 158
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警告
ブレーキフルードはプラスチックおよび塗装部

分に損傷を与えますので、こぼさないようにして下さ
い。
これらの液体は腐食性ですの損傷やケガを引き起こす
おそれがあります。異なる品質のオイルを混ぜないで
ください。ガスケットの状態を点検してください。

エアフィルターの交換
重要
エアフィルターのメンテナンスは、Ducati 正規

ディーラーまたはサービスセンターで実施してくださ
い。
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ブレーキパッドの摩耗点検
キャリパー間の開口部からパッドの摩耗を点検しま
す。
どちらか片方でもパッドの厚さが約 1 mm になってい
る場合は、両方のパッドを交換します。

警告
パッドが消耗しすぎると、ブレーキディスクと

金属製サポートが接触することでブレーキ性能、ディ
スクの正常な状態、またライダーの安全を損なうおそ
れがあります。

重要
ブレーキパッドの交換は、Ducati 正規ディーラ

ーまたはサービスセンターで実施してください。

MIN

図 159

MIN
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バッテリーの充電
警告
バッテリーの取り外しは Ducati 正規ディーラー

またはサービスセンターで実施してください。

バッテリー (A) の作業を行うには、"シートの取り外し
および取り付け" の記載に従ってシートを取り外し、
バンド (B) を取り外してください。
スクリュー (1) を緩めて外し、陽極ケーブル (2) および
陽極ケーブル (ABS) (3) をプラス端子から、陰極ケー
ブル (4) および陰極ケーブル (ABS) (5) をマイナス端子
から取り外します。取り外しは必ずマイナス側 (-) から
始め、所定の位置からバッテリーを引き抜きます。

警告
バッテリーは爆発性のガスを放出します。火花

や炎、タバコを近づけないでください。バッテリー充
電中、作業エリアが適切に換気されていることを確認
してください。

充電は換気の良い場所で行ってください。
端子に充電器のコンダクターを接続します。赤い端子
がプラス (+)、黒い端子がマイナス (-) です。

1

A

B
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重要
バッテリーを充電器に接続する前に充電器の電

源を入れないでください。接続する際に火花が発生
し、セル内の可燃性ガスに引火する恐れがあります。
接続は常に赤のプラス (+) 端子から行ってください。

スクリュー (1) にグリースを塗布します。
バッテリーを配置し、プラスケーブル (2) と ABS プラ
スケーブル (3) をバッテリーのプラス端子に、マイナ
スケーブル (4) と ABS マイナスケーブル (5) をマイナス
端子に接続します。接続は必ずプラス側 (+) から始め
てください。スクリュー (1) を差し込みます。

警告
バッテリーはお子様の手の届かないところに置

いてください。

バッテリーを 0.9A で 5 ～10 時間充電します。

外部エンジンスターターを接続してエンジンを緊急始
動する必要がある場合、バッテリー (A) を車両から取
り外さずにスターターを接続することができます。
外部エンジンスターターのプラスをバッテリーのプラ
ス極に、外部エンジンスターターのマイナスをバッテ
リーのマイナス極に接続します。
バンド (B) を取り付けて固定します。
"シートの取り外しおよび取り付け" の記載に従って、
シートを取り付けます。

警告
バッテリーを車両に取り付けた状態で電極に外

部エンジンスターターを接続する際は、車両のほかの
金属部分に触れないように注意してください。
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冬季のバッテリー充電およびメンテナンス
本車両のシート下にはコネクター (1) が装備されてい
ます。このコネクターには専用バッテリーチャージャ
ー (2) (バッテリーメンテナーキット、部品番号：
69928471A (各国)、部品番号：69928471AX (オース
トラリアのみ)、部品番号：69928471AW (日本のみ)、
部品番号：69928471AY (イギリスのみ)) を接続するこ
とができます。専用バッテリーチャージャーは当社販
売店にてお求めいただけます。

参考
本モデルのエレクトリカルシステムはエンジン

停止状態での消費電力を非常に低く抑えるよう設計さ
れています。ただし、バッテリーは自然に放電してお
り、放電量は使用していない期間や環境条件によって
変化します。

重要
所定のメンテナーを介してバッテリー電力の最

低値が維持されないと、修理が不可能なバッテリーの
劣化を招くサルフェーション現象が生じます。

1
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2
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警告
車両を使用しない期間 (およそ 30 日以上) は、

Ducati バッテリーメンテナー (バッテリーメンテナー
キット、部品番号：69928471A (各国)、部品番号：
69928471AX (オーストラリアのみ)、部品番号：
69928471AW (日本のみ)、部品番号：69928471AY
(イギリスのみ)) のご使用をお勧めします。電力をモニ
ターする内部エレクトロニクスが搭載されいます。メ
ンテナーを車両後部にある診断ソケットに接続してく
ださい。

参考
Ducati が認可していないバッテリーメンテナー

を使用すると、車両のエレクトリカルシステムに損傷
を与えるおそれがあります。上記の理由でバッテリー
が損傷した場合には、不適切なメンテナンスとみなし
保証の対象にはなりません。

184



ジョイント部の潤滑
定期的にスロットルコントロールケーブル、およびス
ターターコントロールケーブルのアウターガードの状
態を点検する必要があります。外側のプラスチックコ
ーティングがつぶれていたり、ひびが入っていてはな
りません。コントロールを操作し、インナーケーブル
が滑らかに作動することを確認します。摩擦や引っか
かりがある場合は Ducati 正規ディーラーまたはサー
ビスセンターに交換を依頼してください。
このような問題を防止するため、定期的に各フレキシ
ブルトランスミッションケーブルの先端にグリース
SHELL Advance Grease または Retinax LX2 を塗布して
潤滑してください。
スロットルトランスミッションの場合、2 本の固定ス
クリュー (1) を緩めてコントロールを開き、ケーブル
の先端およびプーリーにグリースを塗布します。

警告
プーリーにケーブルを挿入し、注意してコント

ロールを閉じます。

カバーを取り付け、スクリュー (1) を 1.8 Nm のトル
クで締め付けます。
サイドスタンドのジョイント部の円滑な動作を維持す
るには、汚れをきれいに取り除いた後、摩擦が起きる

部分すべてにグリース SHELL Alvania R3 を塗布しま
す。

1

図 165

185



トランスミッションチェーン張力の点検
重要
チェーン張力の調整は、Ducati 正規ディーラー

またはサービスセンターで実施してください。

リアホイールを回転させ、チェーンが最も張る位置を
探します。サイドスタンドで車両を支えて駐車しま
す。チェーンの測定位置を指で一度だけ下に押し、放
します。チェーンが休止した位置から上方向への移動
距離を測定します。値は、A = 41 ～ 43 mm (1.61 ～
1.69 in) でなければなりません。

警告
この手順は、納車時と同じ標準設定の車両に対

してのみ有効です。

= =

A

図 166
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重要
ドライブチェーンが張りすぎ、もしくは緩みす

ぎている場合は、測定値が指定の値になるように調整
します。

警告
安全な走行状態を維持するには、スイングアー

ムのスクリュー (1) の正しい締め付けが重要です。

重要
チェーンの張りが不適切だとトランスミッショ

ン部品の磨耗を早めます。

スイングアーム両側の位置決めマーキングが合ってい
ることを確認します。これにより正確なホイールアラ
インメントを取ることができます。ホイールシャフト
のナット (2) のネジ山に SHELL Retinax HDX2 を塗布
し、145 Nm のトルクで締め付けます。アジャスター
スクリュー (1) のネジ山に SHELL Alvania R3 を塗布し、
10 Nm のトルクで締め付けます。

重要
チェーンが常に最高レベルの性能を維持し、か

つ長持ちするようにするため、チェーンの洗浄、チェ
ック、張りに関する情報に従うことを推奨します。

1 2
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チェーンの潤滑
重要
ドライブチェーンの清掃は、Ducati 正規ディー

ラーまたはサービスセンターで実施してください。

ドライブチェーンの清掃および潤滑
本車両には、泥などの侵入を防ぎ、潤滑状態を長く保
つ O リングガスケット付きチェーンが装着されていま
す。
チェーンの潤滑を行う前に、チェーンを正しく洗浄
し、清掃することが重要です。

チェーンの清掃は、その寿命を伸ばすために非常に重
要なことです。従って、チェーン上に泥や土、砂、そ
の他一般的な汚れが見られる場合は、それらの汚れを
ウォータージェットで取り除き、その後すぐに 30cm
(11.81 インチ) 以上離れたところから圧縮空気で乾燥
させてください。
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警告
蒸気やガソリン、溶剤、硬いブラシやその他、O

リングを傷つけるものは使用しないでください。さら
にバッテリー電解液との接触を避けてください。図の
ように、リンクに小さなひび割れができるおそれがあ
ります。

警告
特にバイクをオフロードで使用する場合は、チ

ェーンガイドスライダーとの接触により、リンクが過
度に摩耗することがあります。摩擦によりチェーンが
過熱し、チェーンの熱処理が損なわれ、その結果特に
リンクがもろくなるおそれがあります。

図 168
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ドライブチェーンの潤滑

重要
ドライブチェーンの清掃は、Ducati 正規ディー

ラーまたはサービスセンターで実施してください。

警告
潤滑には SHELL Advance Chain を使用してくだ

さい。規定以外の潤滑剤を使用すると O リングや、そ
れに伴ってトランスミッションシステム内部を損傷す
ることがあります。

チェーンの潤滑は、新しい潤滑剤がリンク間の内外に
染み込み、保護作用がより効果的に発揮されるよう、
バイクの使用後、車両が冷えるのを待たずに行ってく
ださい。

リアパドックスタンドに車両を駐車します。リアホイ
ールを進行方向とは逆の方向に速く回転させてくださ
い。

図 169
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チェーン内部のリンクの内側と外側に、スプロケット
とのかみ合わせの直前の箇所 (2) で、潤滑剤 (1) のジ
ェットを噴射します。

遠心力によりスプレーの中身が液状になり、潤滑剤が
ピンとブッシュの間の作動部分に行き渡り、完璧な潤
滑を保証します。

潤滑剤のジェットをチェーンの中央部 (5) に配置して
作業を繰り返し、図のようにニードルベアリング (4)
および外側のプレート (6) を潤滑します。
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潤滑の終了後 10 ～ 15 分待ち、チェーンの内側と外側
表面に潤滑剤を行き渡らせ、その後余分な潤滑剤を布
でふき取ります。

重要
チェーンの潤滑後、すぐにバイクを使用しない

でください。潤滑の直後は潤滑剤がまだ流れやすく、
外側に向かって飛び散り、後輪やライダーフットペグ
を汚す可能性があります。

重要
チェーンのチェックを頻繁に行い、プログラム

された表に従って、少なくとも 1000 km (621 マイル)
毎に行ってください。外気温度が高い (40°C) 土地で
の使用時、または長距離におよぶ高速道路での走行の
後は、より頻繁 (約 400 km (248 マイル) 毎) に潤滑を行
ってください。

図 172

192



ヘッドライドの電球の交換
重要
電球の交換は、Ducati 正規ディーラーまたはサ

ービスセンターで実施してください。

警告
雨天時または洗車後に車両を使用する際は、ラ

ンプレンズが曇っている場合があります。レンズ内の
結露はランプを点灯すると短時間で消えます。

切れた電球を交換する前に、新しい電球が の "エレク
トリカルシステム" の段落に記載されている電圧、電力
と同じであることを確認してください。取り外した部
品を再度取り付ける前に、必ず新しく取り付けた電球
の機能を点検してください。
スクリュー (1) を緩めて外し、ヘッドライトマウント
のクランプ (2) を回収します。

1

1

2
2

図 173
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スクリュー (3) を緩めて外します。
ヘッドライトユニットをフロントマッドガード側に傾
け、適切に支えます。電球カバー (5) のスクリュー (4)
を緩めて外し、カバーを取り外します。

3

図 174

4

5

図 175
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コネクター (6) を切り離します。
クリップ (7) を外します。
電球 (8) はバイヨネットベースタイプなので、取り外
すには押しながら反時計回りに回します。電球を交換
し、新しい電球を押しながら時計回りにカチッという
音がするまで回して取り付けます。

参考
レンズの部分は絶対に指で触れないでください。

電球の光度が落ちる原因となります。

取り付けの際は、取り外した部品を取り外し時とは反
対の手順で取り付け、スクリュー (1、図 173) を 5 Nm
のトルクで締め付けます。

6

図 176

8

8 7

図 177
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ターンインジケーターの電球の交換
警告
ターンインジケーター (USA バージョンを除く)

は LED ランプです。不具合が発生した場合は、Ducati
正規ディーラーまたはサービスセンターにご連絡くだ
さい。

USA バージョン
フロント/リアターンインジケーターの電球を交換す
るには、スクリュー (1) を緩めて外し、カバー (2) を取
り外してください。 2 1

図 178
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ヘッドライトの光軸調整
参考
ヘッドライトには左右の光軸調整用に 2 つのア

ジャスターが付いています。

正しいタイヤ空気圧に調整し、乗員 1 名がシートに乗
った状態で、車両を壁面またはスクリーンの前 10 メ
ートル (32.8 フィート) の場所で縦軸に対して垂直に立
て、ヘッドライトが正しい向きになっていることを確
認します。壁にヘッドライトの中心と同じ高さで水平
に線を引き、車体の縦軸に対応する垂直線も引きま
す。この点検は薄暗い場所で行ってください。ロービ
ームランプを点灯し、左右の光軸調整を行います。照
射領域の上限が、床面からヘッドライトの中心までの
高さの 9/10 以下でなければなりません。

参考
この方法は、光軸の高さに関するイタリアの規

則に準拠したものです。車両を使用する国、地域の法
律に従い光軸調整を行ってください。

図 179
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ヘッドランプの光軸調整
ヘッドライトの垂直方向の調整は、スクリュー (1) を
マニュアルで操作して行います。

重要
ヘッドランプの調整スクリューにエンドストッ

プはありません。

警告
雨天時または洗車後に車両を使用する際は、ラ

ンプレンズが曇っている場合があります。レンズ内の
結露はランプを点灯すると短時間で消えます。

1

図 180
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リアビューミラーの調整
リアビューミラー (A) を手動で好みの位置に調整しま
す。

警告
ミラーを調節する際は、無理な力をかけてミラ

ーを破損しないように慎重に調節してください。

A

図 181
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チューブレスタイヤ
車両にはチューブレスタイヤが装着されています。

フロントタイヤ空気圧：
2.30 bar (33.3 PSI) (一般道、ライダーのみ)
2.40 bar (34.8 PSI) (一般道、ライダーとパッセンジャ
ー、最大積載)

リアタイヤ空気圧：
2.50 bar (36 PSI) (一般道、ライダーのみ)
2.90 bar (42 PSI) (一般道、ライダーとパッセンジャー、
最大積載)

タイヤの空気圧は外気温や高度によっても変化しま
す。標高の高い場所や気温差のある場所を走行する時
は、その都度点検と調整を行ってください。

警告
タイヤの空気圧はタイヤ冷間時に測定してくだ

さい。フロントリムがダメージを受けないように、悪
路を走行する時はタイヤの空気圧を 0.2～0.3 bar (2.9
～4.35 PSI) 上げてください。

重要
タイヤの空気圧はタイヤ冷間時に測定してくだ

さい。フロントリムがダメージを受けないように、悪
路を走行する時はタイヤの空気圧を 0.2～0.3 bar (2.9
～4.35 PSI) 上げてください。
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チューブレスタイヤの修理、交換
タイヤに穴が開いた場合、チューブレスタイヤは空気
の減り方が遅いため、気付くまでに時間がかかること
があります。タイヤの空気圧が下がってきた場合は、
パンクの可能性をチェックします。

警告
パンクしたタイヤは交換してください。交換す

る際は、標準装備タイヤと同じメーカー、タイプを指
定してください。走行中のエア漏れを防ぐため、タイ
ヤのバルブキャップがしっかり締まっていることを確
認してください。チューブタイプのタイヤは絶対に装
着しないでください。突然タイヤが破裂し、ライダ
ー、パッセンジャーに重大な危険を及ぼすおそれがあ
ります。

タイヤ交換の後には、必ずホイールバランスの点検を
行ってください。

警告
ホイールのバランスウェイトを外したり、移動

させたりしないでください。

参考
タイヤの交換ではホイールを正しく着脱するこ

とが重要です。タイヤ交換は、Ducati 正規ディーラー
またはサービスセンターで実施してください。ホイー
ルにはセンサー、フォニックホイールなどの ABS シス
テム部品が装着されており、特別の調整が必要になり
ます。
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タイヤの摩耗限度
タイヤのトレッド面が一番摩耗している箇所
(S、図 182) の溝の深さを測定します。溝の深さは 2
mm (0.08 in) 以上でなければならず、また現地法で定
めれた規定値以下であってはなりません。

重要
タイヤは定期的に点検し、特に側面に傷やヒビ

がないか、突起、広範囲のシミ、内部の損傷を表すよ
うな箇所がないかチェックしてください。損傷が著し
い場合はタイヤを交換してください。トレッドの溝に
入り込んだ石や異物は取り除いてください。

S

図 182
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エンジンオイルレベルの点検
エンジンオイルの量は、クラッチカバーにある点検窓
(1) から見ることができます。レベルチェックは車体を
垂直に配置し、エンジン冷間時に行ってください。オ
イル液面は、点検窓の横に指示された目盛の間になけ
ればなりません。オイル量が不足している場合は、エ
ンジンオイルを補充してください。
ドゥカティ社規定オイルは SAE 15W-50/JASO MA2 の
みで、推奨オイルは Shell Advance 4T Ultra 15W-50
(JASO: MA2、API：SN) です。
フィラーキャップ (2) を外し、指定オイルを規定のレ
ベルまで補充してください。プラグを取り付けます。

重要
保証書に記載されている定期点検表に従い、エ

ンジンオイルとオイルフィルターの交換は、Ducati 正
規ディーラーまたはサービスセンターで実施してくだ
さい。

オイルに関する推奨事項
以下を満たすオイルの仕様が推奨されます。
- 粘度分類 SAE 15W-50
- API 規格：SN
- JASO 規格：MA2。

SAE 15W-50 は英数字のコード番号で、粘度を基にオ
イルの分類を特定し、W で分けられた 2 つの数字であ

らわされます。最初の数字は低温でのオイルの粘度を
表し、二番目の数字は高温での粘度を表します。API
(米国での分類) および JASO (日本標準) は、オイルが有
する特徴を表します。

1

2

図 183
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スパークプラグの清掃と交換
スパークプラグはエンジンの重要な部品ですので、定
期的な点検が必要です。
スパークプラグの交換は、Ducati 正規ディーラーまた
はサービスセンターで実施してください。

図 184
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車両の清掃
塗装部分と金属部分の本来の艶を長期間保つため、使
用状態や走行する道路の状態に合わせて、定期的に車
両の清掃、洗車を行ってください。強力な洗剤や溶剤
の使用は避け、可能であれば生分解性の専用洗剤を使
用してください。
プレキシガラス部分やシートのお手入れには、水と中
性洗剤を使用してください。
アルミニウム製部品は定期的に手作業で清掃してくだ
さい。研磨剤や水酸化ナトリウムが含まれていないア
ルミニウム専用洗剤を使用してください。

参考
研磨材付きスポンジやスチールウールは使用せ

ず、柔らかい布のみを使用してください。

十分なメンテナンスが行われていない車両は保証の対
象になりません。

重要
走行直後のボディがまだ熱い状態にあるときは、

水染み等を防ぐため洗車は行わないでください。
洗車には温水ジェットや高圧洗浄機を使用しないでく
ださい。
洗浄機の使用は、フォーク、ホイールハブ、電装シス
テム、フォークガスケット、エアインテーク、エキゾ
ーストサイレンサーの故障や不具合、ランプ内部の結
露 (くもり) を引き起こし、結果として車両の安全性を
損ねるおそれがあります。
エンジンに著しい汚れや油脂汚れが見られる場合は、
脱脂剤を使用して洗浄してください。その際、トラン
スミッション系統 (チェーン、フロント/リアスプロケ
ット等) に脱脂剤が付着しないように注意してくださ
い。

車両をぬるま湯で良くすすぎ、表面全体をセーム革で
拭いて乾かします。

警告
洗車後は、ブレーキ性能が低下することがあり

ます。ブレーキディスクには絶対にグリースや潤滑剤
を塗布しないでください。ブレーキ性能が失われるお
それがあります。ディスクは非油性の溶剤で清掃して
ください。
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警告
洗浄、雨、湿気などにより、ヘッドランプレン

ズにくもりが生じることがあります。レンズ内の結露
はランプを点灯すると短時間で消えます。

ABS システムが効率よく作動するように、フォニック
ホイールを入念に清掃してください。ホイールやセン
サーを傷めますので、強力な洗剤や溶剤の使用は避け
てください。

重要
ドライブチェーンの清掃や潤滑は、「ドライブチ

ェーンの潤滑」を参照してください。
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長期間の保管
車両を長期間使用しない場合は、保管する前に以下の
作業を行うようお薦めします。
- 車両を清掃します。
- 燃料タンクを空にします。
- スパークプラグの穴からシリンダー内に少量のエ

ンジンオイルを注入し、エンジンを手で数回転さ
せてシリンダー内壁に保護膜を形成させます。

- 車両をスタンドに立てかけて停車します。
- ケーブルを外し、バッテリーを取り外します。

1 ヶ月以上車両を使用しなかった場合には、バッテリ
ーの点検を実施し、必要であればバッテリーの充電ま
たは交換を行ってください。
結露を防止し塗装を保護するため、車体をカバーで覆
います。
車体カバーは Ducati Performance にて取り扱ってお
ります。

重要注意事項
国によっては (フランス、ドイツ、イギリス、スイス
等) 排気ガス、騒音規制の基準を設けている場合があ
ります。
法律で義務付けられている定期点検を実施し、交換が
必要な部品については各国の規制に適合する Ducati
純正パーツと交換してください。

車載されている様々な電子コンポーネントには、車両
の状態、イベント、故障に関する技術情報を一時的ま
たは永続的に保存するデータメモリがあります。
通常、これらの情報は、ひとつのコンポーネント、モ
ジュール、システム、または環境の状態を記録してい
ます。
- システムコンポーネントの動作状態 (例：排出ガス

制御システム)
- 車両と個別コンポーネントの状態のメッセージ

(例：車輪回転速度、エンジン回転数、挿入ギアな
ど)

- システムの重要コンポーネントの不具合と故障
(例：ライト、ブレーキなど)

- 特定の運転状況での車両レスポンス (例：トラク
ションコントロールシステムなど)

- 環境条件 (例：気温など)

これらのデータは技術的な性質のものであり、故障を
特定・修正して、車両の機能を最適化するために使用
されます。
修理、メンテナンス作業、保証対象作業、品質保証な
どのサービスを実施する際、アシスタンスネットワー
ク (製造メーカーを含む) のスタッフは、特別な診断ツ
ールを使用して、イベントや故障データメモリからこ
れらの技術情報を読み取ることができます。故障が解
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消されれば、故障メモリの情報を徐々に消去または上
書きすることができます。
車両データは、お客様から要請されたサービスや契約
に基づいて車両に実施されるサービスの際に収集され
ます。
これらのサービス環境において、お客様の個人情報
は、サポートの効率を高めるという Ducati の正当な
利益に基づき、また最終的な法的義務 (例：修理・メ
ンテナンスに関する情報義務) を果たすために、現行の
個人データ保護規則に従って取り扱われます。必要に
応じて、個人データの読み取りが行われ、車両識別番
号と併せて使用されます。
当社のコントロールユニットが位置情報データを収集
することはありません。
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車両の運搬
別の車でモーターサイクルを運搬する前に、安全に関
する以下の指示に従ってください。
1) 確実に固定されていない物やアクセサリーを車両

から取り外してください。
2) 運搬に使用する車に対して真っすぐになるように

前輪を進行方向に向けて配置し、前輪が動かない
ように適切に固定してください。

3) ギアを 1 速に入れてください。
4) 固定用ベルトを使用してください。固定用ベルト

は硬い部品 (フレームなど) の位置で固定するよう
にし、ハンドルバー (またはハーフハンドルバー、
装備に応じる) や破損する危険のある部品 (グリッ
プ、リアビューミラーなど) には取り付けないで
ください。

5) ベルトやロープが車両の塗装部品をこすらないよ
うに取り付けてください。

6) 運搬中に路面からの振動に対する車両の動きが少
なくなるように、可能であれば、サスペンション
を部分的に圧縮された位置に設定してください。

ロープをハンドルバーに固定しないでください。

図 185
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メンテナンスプログラム

メンテナンスプログラム： ディーラーでおこなうメンテナンス
定期サービス*    

DESMO B* 走行距離サービス    
 DESMO A* 走行距離サービス    

 
1000 走行距離サービス*   

DDS 2.0 による不具合メモリーの読み取り、DSC から技術アップデートとリコールキャン
ペーンの有無の確認 • • • 12

エンジンオイルおよびフィルターの交換 • • • 12
エアフィルターの点検と清掃  •  12
エアフィルターの交換   •  
タイミングベルトの交換   • 60
バルブクリアランスの点検と調整  • •  
スパークプラグの交換   •  
ジェネレーターエキゾースト側バーチカルヘッドスタッドボルトのナット締め付け点検  • • •

フロントフォークオイルの交換 36,000 km /
22,500 mi ごと
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定期サービス*    
DESMO B* 走行距離サービス    

 DESMO A* 走行距離サービス    
 

1000 走行距離サービス*   
フロントフォーク、リアショックアブソーバーのシーリング部品の目視点検 • • • 12
ブレーキ / クラッチフルードレベルの点検 • • • 12
ブレーキ/クラッチフルードの交換    24
フロント/リアブレーキパッドおよびディスクの摩耗点検  • • 12
ブレーキキャリパーのスクリュー、ブレーキディスクのスクリュー、フロント/リアホイー
ルナット、リアスプロケットナットの締め付け点検  • • 12

エンジン、スイングアーム、リアショックアブソーバーへのフレーム固定の締め付け点検  • • 12
ホイールハブベアリングの点検  • • 12
リアスプロケットのクッシュドライブダンパー点検、リアホイールシャフトの潤滑   •  
チェーン、リアスプロケット、フロントスプロケットの摩耗点検、チェーン張力点検、フ
ァイナルドライブチェーンの潤滑と伸び点検。
伸び測定値：___________ (mm) (in) • • • 12

ステアリングチューブベアリングの遊び点検  • • 12
サイドスタンドの作動、締め付け点検 • • • 12
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定期サービス*    
DESMO B* 走行距離サービス    

 DESMO A* 走行距離サービス    
 

1000 走行距離サービス*   
目視できるすべてのカバーやフレキシブルホース (燃料供給、ブレーキ、クラッチ、冷却シ
ステムのフレキシブルホース、ブリーザーホース、ドレンホースなど) に亀裂や漏れなどが
なく、正しく取り回されていることを点検する

• • • 12

リアブレーキペダルの遊び点検、ハンドルレバーおよびペダルコマンドの潤滑 • • • 12
タイヤ空気圧、磨耗点検 • • • 12
電気安全装置の作動点検 (サンドスタンドとクラッチセンサー、フロント/リアブレーキス
イッチ、エンジン停止スイッチ、ギア/ニュートラルセンサー) • • • 12

ランプ類、ターンインジケーター、警告ホーン、コマンド類の動作点検 • • • 12
安全装置 (ABS、DTC など)、エレクトリックファン、アイドリングの機能点検を兼ねた路上
での走行テスト • • • 12

車両のソフトクリーニング • • • 12
DDS 2.0 による定期点検の登録とインストルメントパネルのサービス警告灯のリセット、定
期点検実施の車載書類 (サービスブック) への記入 • • • 12

* 1000 走行距離サービスは、慣らし運転 1,000 km/600 mi 終了後に実施します。
* DESMO A 走行距離サービス  は、12,000 km/7,500 mi ごとに実施します。
* DESMO B 走行距離サービス  は、24,000 km/15,000 mi ごとに実施します。
* 定期サービスは、  12 カ月ごとに実施します。
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メンテナンスプログラム： お客様が行うメンテナンス
重要
ぬかるみや乾燥したほこりっぽい環境など過酷な状況でモーターサイクルを使用すると、トランスミッ

ション、ブレーキシステム、エアフィルター等の部品の摩耗を早める可能性があります。エアフィルターが汚
れていると、エンジンが損傷するおそれがあります。そのため規定されている定期点検の間隔より早く、定
期点検や摩耗しやすい部品の交換が必要な場合があります。

メンテナンス項目/作業内容 (km/mile 毎、または経過時間 *)
Km x1000 1

マイル x1000 0.6
月 6

エンジンオイルレベルの点検    
ブレーキオイルレベル点検    
タイヤ空気圧、磨耗点検    
チェーン張力の点検と潤滑    
ブレーキパッドの点検必要であれば、ディーラーにて交換してください。   

* 走行距離 (km、mi) または経過時間 (月) のうち、どちらか先に到達した時点で点検を実施してください。
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テクニカル仕様

重量
車両重量 (燃料 90% を含むすべての液体類を装備 -
93/93/CE ガイドラインに準拠)：
206 kg (454 lb)
車両重量 (液体類およびバッテリーを除く)：
189 kg (416 lb)
車両総重量 (最大負荷重量)：
396 kg (873 lb)

警告
重量制限を遵守しない場合、操縦性と性能の低

下を招き、車両のコントロールを失う原因となりま
す。
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サイズ
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(*)：シート高

215



- ローシート (中国、タイ、台湾、韓国向けバージョンの標準装備)：790 mm (31.10 in)
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補給
補給 タイプ
燃料タンク、リザーブ 4 リットル (0.88
UK ガロン) を含む

オクタン価が 95 以上の無鉛ガソリン SHELL
V-Power を使用してください。

15 リットル (3.3 UK ガロ
ン)

エンジンクランクケースおよびフィルタ
ー

ドゥカティ社規定オイルは SAE 15W-50/
JASO MA2 のみで、推奨オイルは Shell
Advance 4T Ultra 15W-50 (JASO: MA2、
API：SN) です。

3.4 リットル (0.75 UK ガ
ロン)

フロント/リアブレーキシステム、クラッ
チ

DOT 4 -

電極保護液 電気系統の保護スプレー -
フロントフォーク
Scrambler 1100 PRO
(チューブのプリロードおよびスプリング
がなく、レッグのストロークエンド位置
で測定されたオイルレベル)

SHELL Donax TA -
585 cc (35.70 cu in)
90 mm (3.54 in)

フロントフォーク
Scrambler 1100 SPORT PRO
(チューブのプリロードおよびスプリング
がなく、レッグのストロークエンド位置
で測定されたオイルレベル)

SHELL Donax TA -
598 cc (36.49 cu in)
230 mm (9.05 in)
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重要
燃料、潤滑液等には絶対に添加剤を加えないでください。このような燃料を使用すると、エンジンや車両

の部品に重大な損傷をきたすおそれがあります。

警告
この車両にはエタノール含量が 10% 以下の燃料 (E10) のみ使用することができます。

エタノール含量が 10% 以上のガソリンを使用することは禁じられています。こうした燃料を使用するとエン
ジンや車両の部品に重大な損傷をきたす恐れがあります。エタノール含量が 10% 以上のガソリンを使用した
場合は保証の対象外になります。
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エンジン
"L" 型 2 気筒、シリンダーごとに 2 バルブのデスモド
ロミックタイミングシステム、空冷式

ボア：98 mm (3.86 in)

ストローク mm：71.5 mm (2.81 in)

総排気量：1079 cm3 (65.84 cuin)

圧縮比：(11.5±0.5):1

クランクシャフト最高出力、規制 (EU) No. 134/2014
添付 X、kW /HP：
62.3 kW / 84.7 HP / 7,250 rpm

クランクシャフト最大トルク、規制 (EU) No. 134/2014
添付 X：
90.5 Nm - 92.3 Kgm / 4,750 rpm

最大回転数：8,500 rpm

重要
走行中いかなる状況においても、決して最高回

転数を超えてはいけません。

参考
記載されている出力/トルクデータは、基準適合

規則に従って静的テストベンチを使用して測定された
もので、認証時に測定され車両登録証に記載されてい
るデータと同じになります。

潤滑システム
トロコイド式ポンプによる強制循環。
オイルクーラー (ツインシールジョイントニップル付
きホース)。
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タイミングシステム
デスモドロミックシステム：シリンダーごとに 2 本の
バルブ、4 本のロッカーアーム (2 オープニングロッカ
ーアーム、2 クロージングロッカーアーム)、オーバー
ヘッドカムシャフトスパーギア、プーリー、コグドベ
ルトを介してクランクシャフトで制御されます。
デスモドロミックタイミングシステム
1) オープニング (アッパー) ロッカーアーム
2) オープニングロッカーシム
3) スプリットリング
4) クロージング (ロア) ロッカーシム
5) クロージングロッカーアームリターンスプリング
6) クロージング (ロア) ロッカーアーム
7) カムシャフト
8) バルブ

1
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8
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4

3

図 187
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性能データ
各ギアにおける最高速度は、決められた慣らし期間を
正しく守り、適切な定期点検整備を受けた場合にのみ
出すことができるようになります。

重要
これらの条件が守られなかった結果としてのエ

ンジンの損傷や寿命の短縮について、Ducati モーター
ホールディング社は一切責任を負うものではありませ
ん。

スパークプラグ
メーカー：NGK
タイプ：DCPR8E

燃料供給
間接式エレクトロニックインジェクションシステム
スロットルボディタイプ：ライドバイワイヤ (RbW)
スロットルボディ直径：55 mm (2.16 in)
シリンダーごとのインジェクター数：1
インジェクター孔数：8
ガソリン燃料：95-98 RON

警告
この車両にはエタノール含量が 10% 以下の燃料

(E10) のみ使用することができます。
エタノール含量が 10% 以上のガソリンを使用するこ
とは禁じられています。こうした燃料を使用するとエ
ンジンや車両の部品に重大な損傷をきたす恐れがあり
ます。エタノール含量が 10% 以上のガソリンを使用
した場合は保証の対象外になります。

ブレーキ
各ブレーキのアンチロックシステムは、両タイヤに装
備されたホール効果センサーで制御されます。ABS の
解除が可能です。

フロント
穴あきセミフローティングダブルディスク
ブレーキシュー材質：ステンレス
ハウジング材質：黒色ステンレス
ディスク径：320 mm (12.60 in)。
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フロントブレーキディスク厚：4.5 mm (0,177 in)。
フロントブレーキディスク厚 (摩耗限界)：4.0 mm
(0,157 in)。
右側ハンドルレバーによる油圧コントロール
ブレーキキャリパーメーカー：BREMBO
タイプ：M4.32b 4 ピストン Ø32 mm (1.26 in) モノブ
ロックラジアルマウントキャリパー
ブレーキパッド材質：TT 2182 FF
ポンプタイプ：アキシャルポンプ PR 16/22
コーナリング ABS

リア
穴あき固定ディスク、スチール製
ディスク径：245 mm (9.64 in)。
リアブレーキディスク厚：4.2 mm (0,165 in)。
フロントブレーキディスク厚 (摩耗限界)：3.8 mm
(0,149 in)。
車体右側ペダルによる油圧コントロール
ブレーキキャリパーメーカー：BREMBO
ブレーキキャリパータイプ：直径 34 mm (1.33 in) 1 ピ
ストン フローティングキャリパー
ブレーキパッド材質：Toshiba TT H38 GF
ポンプタイプ：PS 11
コーナリング ABS

警告
ブレーキフルードは腐食性があります。

万一目に入ったり肌に触れたりした場合は、流水でし
っかりと洗い流してください。
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トランスミッション
湿式多板クラッチ、油圧式制御、セルフサーボ機構お
よびスリッパークラッチ機構付き
左側ハンドルレバーによるコントロール
一次減速比：33/61
二次減速比：15/39
6 速コンスタントギア、車体左側ペダルによる操作

変速比：
1 速 37/15
2 速 30/17
3 速 28/20
4 速 26/22
5 速 24/23
6 速 23/24

チェーンによるギアボックスとリアホイール間の駆動
伝達
メーカー：DID
タイプ：520 VP2–T ZB
リンク数：104

重要
上記のギア比は認可時の値ですので、いかなる

ことがあっても変更してはいけません。

警告
リアスプロケットの交換は、Ducati 正規ディー

ラーまたはサービスセンターにお問い合わせくださ
い。
この部品の誤った交換は、ライダーおよびパッセンジ
ャーの安全に深刻な危険をもたらし、車両に修復不能
な損傷を与える恐れがあります。
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フレーム
スチール製トレリスパイプフレーム
ステアリングアングル (片側)：
– Scrambler 1100 PRO：34°
– Scrambler 1100 Sport PRO：33°
キャスター角：24.5°
トレール：111 mm (4.37 in)。

ホイール
10 本スポーク軽合金製リム
フロント径 MT 3.50”x18”
リア径 MT 5.50”x17”

タイヤ
フロント
チューブレスラジアルタイヤ
タイプ：Pirelli MT60 RS
寸法：120/80 ZR18

リア
チューブレスラジアルタイヤ
タイプ：Pirelli MT60 RS
寸法：180/55 ZR17

サスペンション
フロント
SCRAMBLER 1100 PRO

MARZOCCHI 製フルアジャスタブル倒立フォーク
インナーチューブ径：45 mm (1.89 in)。
ホイールトラベル：150 mm (5.90 in)。
SCRAMBLER 1100 SPORT PRO
OHLINS 製フルアジャスタブル倒立フォーク
インナーチューブ径：48 mm (1.77 in) TiN コーティン
グ
ホイールトラベル：150 mm (5.90 in)。

リア
SCRAMBLER 1100 PRO
KAYABA 製モノショックアブソーバーによるプログレ
ッシブサスペンション、リバウンドダンピング、コン
プレッションダンピングおよびスプリングプリロード
の調整が可能なフルアジャスタブル。
ショックアブソーバーストローク：57.3 mm (2.25 in)。
SCRAMBLER 1100 SPORT PRO
OHLINS 製モノショックアブソーバーによるプログレ
ッシブサスペンション、リバウンドダンピング、コン
プレッションダンプングおよびスプリングプリロード
の調整が可能なフルアジャスタブル。

エキゾーストシステム
2–1–2 エキゾーストシステム、触媒コンバーターとラ
ムダセンサー 2 個装備。
アルミニウム製カバーとエンドキャップを備えたステ
ンレス製サイレンサー。
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カラーバリエーション
フレームカラー：ブラックカーボン
リアサブフレームカラー：ブラックターマック Inver
部品番号：61196
スイングアームカラー：ブラックターマック Inver 部
品番号：61196

フューエルタンク
ダークステルスカラー
ベース 2k ブラック Palinal 873A002
ダークステルスベース 929R223
クリアー マット 923I2176

225



エレクトリカルシステム
主要構成部品は以下の通りです。
ヘッドランプ：
ロービーム/ハイビームランプ：H4 Blue Vision 電球
12V 60/55W
パーキング / DRL ランプ：LED Stanley
HCNW115AJTE　4 個
ハンドル上スイッチ
フロント/リアターンインジケーター (USA バージョン)
タイプ：
電球 12V RY10W 琥珀色
警告ホーン
ストップランプスイッチ
YUASA YT 7B-BS 密閉型、6.5Ah - 12V
ジェネレーター 14V-487W
電子レギュレーターは、ヒューズボックス (C、図 190)
近くに設けられた 30A ヒューズで保護されています。
スターターモーター：12V-0.7 kW
テールライト：
LED パーキングライト：LED OSRAM E6SF　12 個
ストップランプ：LED OSRAM E6SF　12 個 + LED
OSRAM G6SP　6 個
ナンバープレートランプ：LED CREE CLA1A　3 個

参考
電球の交換は、"ハイ/ロービーム電球の交換" を

参照してください。

ヒューズ
電装品保護するために、ヒューズボックス内に 7 個、
スターターコンタクター上に 1 個のヒューズが設置さ
れています。ヒューズボックス内には 2 個の予備ヒュ
ーズが用意されています。
ヒューズが保護する装置、アンペア値については表を
参照してください。
ヒューズボックス (A、図 188) はシート下に設置され
ています。ヒューズを交換するには、シートとバッテ
リーカバーを取り外します。ヒューズを交換するに
は、各ヒューズの配置と定格が表記された保護カバー
を外します。

ヒューズボックス (B、図 189) は (A、図 188) の隣に設
置され、ABS システムに関連する 2 個のヒューズが収
納されています。
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ヒューズボックス (A、図 188) 凡例
配置 保護装置 容量

1 フューエルポンプ 15 A
2 アクセサリー 7.5 A
3 コントロールユニット 10 A
4 - -
5 - -
6 ABS モーター 25 A
7 ABS 10 A
8 スペア 20 A
8 スペア 25 A
8 スペア 15 A
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ヒューズボックス (B、図 189) 凡例
配置 保護装置 容量

1 診断 7.5 A
2 アラーム 5 A
3 BBS 10 A
4 - -
5 インジェクション負荷 20 A
6 インストルメントパネ

ル
10 A

7 パーキングランプ 5 A
8 スペア 7.5 A
8 スペア 10 A
8 スペア 5A
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メインヒューズ (C) は、予備ヒューズ (G) と一緒にス
ターターコンタクター (D) 上に設置されています。メ
インヒューズを交換するには、保護キャップを取り外
してください。
切れたヒューズは、インナーフィラメント (F) が溶断
しているかどうかで確認することができます。

重要
回路のショートを防止するために、ヒューズ交

換の前にイグニッションキーを OFF にしてください。

警告
表示されている規定以外のヒューズは決して使

用しないでください。上記事項を守らなかった場合、
エレクトリカルシステムの損傷や火災を引き起こすお
それがあります。
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定期点検メモ

定期点検メモ
KM MI NOME

DUCATI SERVICE
CHILOMETRAGGIO DATA

1000 600    
12000 7500    
24000 15000    
36000 22500    
48000 30000    
60000 36000    
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